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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

地
名
の
由
来
　
　

西
　
　
方 

編
集
 

後
記
 

　新年明けましておめでとうございます。正月の疲れが
最近ようやく癒されようとしている竹森です。今年もよ
ろしくお願いします。 
　初詣に行ったとき、おみくじを引きました。中吉でした。
仕事は下半期が吉、失物も年の後半にあると書いてあり
ました。一番理解できなかったのは恋愛。楽しむ程度な
ら吉、というのははたして吉なのでしょうか？分かりま
せん。 
　私は今年、年男・厄年です。親戚の家に挨拶に行って
帰ってくると、早速厄よけのお誘いのはがきが届いてい
ました。 厄よけするのもいいのですが、厄を受けても動
じない、強い男になる方が魅力的に感じるので、厄よけ
せずに頑張っていこうと思います。　　　　　　　(竹森) 

　あけましておめでとうございます。 
　新年最初の取材は、まちかどズームアップで紹介した、
山田小学校の子どもたちが公園にベンチを設置する様子
でした。 
　そこで子どもの感想を聴いた中に「この経験を活かして、
もっと地域のためになることを考え、実現させていきたい」
という答えがありました。 
　まるで、公務員試験の面接で志望動機を答えているよ
うで、私たちが子どものころより、しっかりしているな
と感心しました。 
　子どもの言葉から、自分が役場に入ってすぐのころを
思い出しました。まだまだ2年目ですが、初心を忘れず
にがんばろうと思った新年初取材となりました。　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（12月末） 

人口……31,456人（＋68） 

世帯数…11,291世帯（＋32） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち132人は外国人 

女性……　　16,567人（＋40） 

男性……　　14,889人（＋28） 

 
 
出生…14人　　 死亡…17人 
転入…152人　　転出…81人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　12月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

11月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

11月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 76件 
搬送人員　 66件 

出火件数　０件 
り災件数　０世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

29 14 173176

0 1 32

2 0 1311

36 18 217221

　
西
方
は
、
大
字
内
浦
の
小
字
で
、
集

落
の
西
端
、
湯
川
山
の
山
頂
付
近
に
所

在
す
る
。
語
源
を｢

村
の
西
の
方｣

と
す

れ
ば
一
件
落
着
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

発
音
を
重
視
し
て
考
察
す
れ
ば
、
歴
史

的
大
発
見
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。 

　
内
務
省
が
全
国
の
字
名
を
採
録
し
た

『
明
治
十
五
年
字
小
名
調
』
に｢

西
方｣

と

あ
り
、
サ
ヤ
カ
タ
と
発
音
す
る
こ
と
が

分
か
る
。『
遠
賀
郡
誌
』に｢

海
蔵
寺
川･･

水
源
大
字
内
浦
字
西
館
よ
り
発
し･･｣

ま
た
、
湯
川
山
の
項
に｢

小
館
山
と
も

い
う｣

と
あ
る
。
西
方
、
西
館
、
小
館

は
い
づ
れ
も
サ
ヤ
カ
タ
と
発
音
し
、
応

徳
三
年(

一
〇
八
六)

に
藤
原
通
俊
が
完

成
し
た
勅
撰
の
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
み

え
る
佐
屋
形
山
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
湯
川
山
を
サ
ヤ
カ
タ
と

呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
平
安
、
鎌
倉
期
に
サ
ヤ
カ
タ

山
を
詠
ん
だ
和
歌
を
三
首
紹
介
す
る
。 

『
後
拾
遺
和
歌
集
』 

筑
紫
よ
り
の
ぼ
り
け
る
道
に
さ
や
か
た

山
と
い
ふ
所
を
す
ぐ
と
て
よ
み
侍
り
け

る 右
大
辨
通
俊 

あ
な
し
吹
く
　
せ
と
の
汐
合
に
船
出
し

て
　
早
く
ぞ
過
ぐ
る
佐
屋
形
山
を
　 

『
夫
木
和
歌
抄
』 

中
務
卿
御
子
　 

夜
船
こ
ぐ
　
せ
と
の
し
ほ
ひ
を
よ
そ
に

み
て
　
月
に
そ
こ
ゆ
る
さ
や
か
た
の
山

第
三
の
み
子 

あ
な
し
吹
く
　
さ
や
か
た
や
ま
に
雲
き

え
て
　
月
影
た
ゝ
む
お
と
の
し
ら
な
み 

『
夫
木
和
歌
抄
』
は
、
勝
間
田
長
清
に
よ

る
私
撰
集
で
、
延
慶
三
年(

一
三
一
〇)

に
成
立
し
た
。
右
大
辨
通
俊
は
、
藤
原

通
俊
。
中
務
卿
御
子
は
氏
名
不
詳
。
第

三
の
み
子
は
、
高
倉
天
皇
の
第
三
皇
子
・

惟
明
親
王
で
あ
る
。 

　
福
岡
藩
の
高
名
な
儒
学
者
・
貝
原
益

軒
が
元
禄
十
六
年(

一
七
〇
三)

に
編
纂

し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
右
の
和
歌

三
首
を
示
し
て
佐
屋
形
山
を
考
察
し
て

い
る
の
で
示
す
。 

　
佐
屋
形
山
藻
鹽
草
等
の
書
に
此
國
に

在
由
記
せ
り
。
織
幡
の
神
社
有
山
を
小

屋
形
山
と
云
。
屋
形
に
よ
く
似
た
り
。

船
路
近
く
さ
し
出
た
る
山
な
れ
ば
、
後

拾
遺
の
詩
書
に
も
能
叶
へ
り
。
此
説
よ

ろ
し
か
る
べ
し
。
一
説
に
鐘
崎
の
上
に

高
き
山
有
。
其
山
に
つ
ゞ
き
子
丑
の
方

に
少
し
ひ
く
き
、
屋
形
の
様
成
る
山
二

ツ
重
れ
り
。
是
を
小
屋
形
山
と
云
。
其

山
の
尾
、
艮
の
方
海
邊
に
つ
ゞ
き
た
る

を
さ
や
の
尾
と
云
。
さ
れ
ど
も
是
は
さ

へ
の
神
有
故
に
名
付
く
と
云
。
其
上
舟

路
よ
り
隔
て
、
其
間
遠
し
。
然
ば
後
説

は
不
可
成
べ
し
。
古
歌
に
迫
門
と
よ
め

る
は
、
鐘
の
岬
と
地
の
島
の
間
成
べ
し
。

此
迫
門
、
両
方
の
出
崎
の
間
八
町
有
。

あ
な
し
の
風
に
、
迫
門
を
東
の
方
に
の

ぼ
れ
ば
、
小
屋
形
山
を
右
に
見
て
過
る

也
。 

　
長
々
と
引
用
し
た
が
要
約
す
る
と
、

湯
川
山
の
支
峰
と
、
宗
像
市
鐘
崎
の
織

幡
神
社
が
あ
る
織
幡
山
の
両
方
を
佐
屋

形
山
と
呼
ん
で
い
る
が
、
織
幡
山
は
屋

形
の
形
を
し
、
和
歌
の
情
景
に
も
合
う

の
で
正
し
く
、
湯
川
山
の
方
は
誤
り
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
に
販
売
さ
れ
た「
筑
前
国
図
」（
彫
工
・

博
多
藤
喜
兵
衛
）
に
は
、
湯
川
山
の
所

に
佐
屋
形
山
と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
像

郡
側
の
鐘
崎
と
遠
賀
郡
側
の
内
浦
で
サ

ヤ
カ
タ
山
と
湯
ば
れ
た
事
実
は
動
か
し

難
い
。
和
歌
の
情
景
や
屋
形
の
形
に
合

お
う
が
合
う
ま
い
が
サ
ヤ
カ
タ
山
は
不

動
で
あ
り
、
地
名
が
先
で
歌
は
後
で
あ

る
。
終
わ
り
に
、
岡
垣
側
か
ら
見
た
湯

川
山
の
形
状
は
、
誰
が
見
て
も
堂
々
た

る
屋
形
に
見
え
る
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
山
　
健
一 

さ
や
か
た
 

さ
や
 
 
 
 
 
 
 
か
た
 

・
・
 

・
・
 

し
お
　
い
 

ふ
　
ぼ
く
　
わ
　
か
　
し
ょ
う
 

こ
れ
あ
き
ら
 

も
　
し
お
ぐ
さ
 

ね
　
う
し
 

う
し
と
ら
 

せ
　
と
 

大字波津大字波津 大字原大字原 

大字内浦大字内浦 

大字波津 大字原 

大字内浦 

西
　
方

西
　
方
 

西
　
方
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り
り
し
く
、そ
し
て
勇
敢
に
 

り
り
し
く

り
り
し
く
、そ
し
て
勇
敢
に

し
て
勇
敢
に
 

り
り
し
く
、そ
し
て
勇
敢
に
 

１
月
１
月
12
日
、
遠
賀
郡
消
防
合
同
出
所
式
が
岡
垣
町
の
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
、
遠
賀
郡
消
防
合
同
出
所
式
が
岡
垣
町
の
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
力
強
い
部
隊
行
進
で
幕
を
開
け
た
式
で
は
、
岡
垣
町
消
防
団
に
よ

　
力
強
い
部
隊
行
進
で
幕
を
開
け
た
式
で
は
、
岡
垣
町
消
防
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
や
、
遠
賀
郡
消
防
本
部

る
小
隊
訓
練
や
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
に
よ
る

に
よ
る
 

消
防
活
動
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
災
害
防
止
活
動
へ
の
誓

消
防
活
動
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
災
害
防
止
活
動
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

　
表
彰
式
で
は
、
消
防
活
動
に
貢
献
し
た
団
や
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま

　
表
彰
式
で
は
、
消
防
活
動
に
貢
献
し
た
団
や
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
し
た
。
 

岡
垣
町
の
受
賞
者
は
、

岡
垣
町
の
受
賞
者
は
、『
広
報
お
か
が
き

広
報
お
か
が
き
』２
月
２
月
25
日
号
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す

日
号
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

１
月
12
日
、
遠
賀
郡
消
防
合
同
出
所
式
が
岡
垣
町
の
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
力
強
い
部
隊
行
進
で
幕
を
開
け
た
式
で
は
、
岡
垣
町
消
防
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
や
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
に
よ
る
 

消
防
活
動
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
災
害
防
止
活
動
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

　
表
彰
式
で
は
、
消
防
活
動
に
貢
献
し
た
団
や
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

岡
垣
町
の
受
賞
者
は
、『
広
報
お
か
が
き
』２
月
25
日
号
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 



広報おかがき　平成16年１月25日号 広報おかがき　平成16年１月25日号 ��

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第９回は２月10日(火)午後２時から芦屋町役場で、第10回は２月25日(水)午後2時から水巻町いきいきほーるで行われます。 

＊期間限定出前講座＊　合併について、町長がお話しします。３月末までの期間限定で、土日祝日、夜間でも構いません。10人以上のグループで中央公民館へ申し込んでください。 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

　
12
月
24
日
、
第
７
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

水
巻
町
南
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ
の
報
告
と
５
つ

の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

継
続
協
議
　
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
お
よ
び
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ
び

　
所
管
地
域
は
、
小
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
た
め
継
続
協
議
に
。
 

　
議
員
・
農
業
委
員
の
在
任
特
例
の
適
用
は
、
実
質
的
な
審
議
は
今
回
で
終
了

　
し
、
次
回
採
決
さ
れ
る
予
定
。
 

　
新
市
建
設
計
画
（
基
本
構
想
）
は
、
将
来
像
を
「
共
に
創
る
、
水
と
緑
の
夢
ふ

　
る
郷
　
○
○
○
市
」に
決
定
し
た
が
、
新
市
の
都
市
構
造
で
意
見
が
分
か
れ
、

　
継
続
協
議
に
。
岡
垣
町
は
、
将
来
へ
の
発
展
性
を
求
め
た
も
の
に
す
べ
き
と

　
主
張
。
 

報
告
第
12
号
 

第
６
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
12
月
17
日
の
幹
事
会
を
は
じ
め
、
そ
の

ほ
か
専
門
部
会
・
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
13
号
 

　
鈴
木
会
長
か
ら
、
新
市
の
事
務
所
の
位

置
な
ど
に
関
す
る
小
委
員
会
委
員
の
指
名

が
あ
り
、
そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
名
さ
れ
た
委
員
は
左
記
別
表
の
通
り
で
す
。
 

協
議
第
４
・
５
号
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、

協
定
項
目
20
　
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位

置
、
名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て（
継

続
審
議
）
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
し
た
が
、
既

に
前
回
の
協
議
会
で
、
小
委
員
会
を
設
置

し
て
検
討
す
る
と
決
定
し
て
い
た
た
め
、

実
質
的
な
議
論
は
さ
れ
ず
、
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
６
号
 

協
定
項
目
６
　
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び

任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
内
容

で
採
決
す
る
予
定
で
し
た
。
 

 1
　
定
　
数
 

　
 
30
人
以
内
と
す
る
…
遠
賀
町
が
主
張
 

　
　
30
人
と
す
る
…
岡
垣
・
芦
屋
・
水
巻

　
　
町
が
主
張
 

2
　
任
　
期
 

　
　
在
任
特
例（
合
併
特
例
法
で
、
合
併
後

　
　
最
長
2
年
間
、
現
職
の
議
員
が
そ
の

　
　
ま
ま
在
任
）を
適
用
…
芦
屋
・
水
巻
・

　
　
遠
賀
町
が
主
張
 

　
※
幹
事
会
で
は
合
併
特
例
法
の
改
正
に

　
か
か
わ
ら
ず
平
成
19
年
３
月
を
期
限
と

　
す
る（
現
行
の
各
町
の
議
員
の
任
期
を
超

　
え
な
い
範
囲
で
）こ
と
で
調
整
 

　
　
地
方
自
治
法
原
則（
合
併
後
50
日
以
内

　
　
に
、
新
し
い
定
数
で
設
置
選
挙
を
行

　
　
う
）を
適
用
…
岡
垣
町
が
主
張
 

3
　
選
挙
区
 

　
　
選
挙
区
を
設
置
し
な
い
…
岡
垣
・
芦

　
　
屋
・
遠
賀
町
が
主
張
　
 

　
　
選
挙
区
を
設
置
す
る
…
水
巻
町
が
主
張

　
 

　
と
こ
ろ
が
、
２
の
任
期
の
取
り
扱
い
で
、

水
巻
町
か
ら
、
現
時
点
で
具
体
的
な
期
限

を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
異
論
が
出
さ

れ
た
た
め
、
今
会
議
で
事
前
に「
１
定
数
、

２
任
期
、
３
選
挙
区
」を
１
つ
の
案
に
ま
と

め
る
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
各
委
員
の
意

見
も
求
め
ら
れ
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
 

 １
　
定
数
は
30
人
 

２
　
任
期
は
地
方
自
治
法
原
則
を
適
用
 

３
　
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
 

 と
主
張
し
ま
し
た
。
 

　
２
の
任
期
は
、
最
初
に
在
任
特
例
を
適

用
す
る
か
否
か
の
挙
手
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
在
任
特
例
を
適
用
す
る
ほ
う
が
多

数
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
期
限
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
 

○
平
成
19
年
３
月（
現
行
の
各
町
の
議
員
の

　
任
期
を
超
え
な
い
範
囲
で
）…
岡
垣
・
芦

　
屋
・
遠
賀
町
が
主
張
 

○
合
併
後
２
年
間
…
水
巻
町
が
主
張
。
 

挙
手
の
結
果
、
平
成
19
年
の
３
月
ま
で
と

調
整
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
終
的
な
案
と
し
て
、
 

１
　
定
数
は
30
人
　
 

２
　
任
期
は
在
任
特
例
を
適
用
す
る
 

３
　
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
 

と
な
り
、
次
回
の
協
議
会
で
採
決
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
７
号
 

協
定
項
目
７
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
お
よ
び
任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
し
た
が
、
次

の
２
つ
の
案
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
在
任
特
例
を
適
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠

賀
町
が
主
張
 

　
農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法
律
原
則

を
適
用
…
岡
垣
町
が
主
張
 

こ
れ
も
、
協
定
項
目
６
と
同
様
に
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
、
継
続
協
議
と
し
、
次
回

の
会
議
で
採
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

協
議
第
10
号
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
 

　
こ
の
中
で
特
に
議
論
さ
れ
た
の
が
、
新

市
の
将
来
像
と
都
市
構
造
で
す
。
 

　
新
市
の
将
来
像
は
、
次
の
3
つ
の
案
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 １
案
　
共
に
創
る
、
水
と
緑
の
夢
ふ
る
郷

　
○
○
○
市
 

・
共
に
創
る
…
旧
町
そ
れ
ぞ
れ
の
町
民
が

　
共
に
新
し
い
市
を
創
っ
て
い
く
。
 

・
夢
…
発
展
性
を
表
し
て
い
る
。
 

・
ふ
る
郷
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
提

　
案
。
4
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
る
。
 

２
案
　
夢
か
な
で
る
緑
と
水
辺
の
四
重
奏

　
都
市
 

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
…
少
人
数
で
合
奏（
重
奏
）

　
す
る
こ
と
。
も
と
も
と
の
意
味
は
フ
ラ

　
ン
ス
語
で「
一
緒
に
」。
 

３
案
　
緑
を
育
み
、
水
を
守
る
、
自
然
と

　
共
生
す
る
ま
ち
　
○
○
○
市
 

・
共
生
…
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
概
念
と

　
し
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。
 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
分
か
り
や

　
す
い
。
 

 　
各
委
員
の
投
票
が
行
わ
れ
、
１
案
＝
22

票
、
２
案
＝
13
票
、
３
案
＝
１
票
と
な
り
、
 

　
新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
は
、「
共
に
創

る
、
水
と
緑
の
夢
ふ
る
郷
　
○
○
○
市
」に

決
定
し
ま
し
た
。
 

　
都
市
構
造
は
、
次
の
2
案
に
整
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 

 Ａ
案
　
現
拠
点
を
設
定
…
芦
屋
・
水
巻
町

　
が
主
張
 

・
財
政
効
果
や
経
済
状
況
な
ど
を
考
え
、

　
４
町
の
庁
舎
の
あ
る
地
域
を
活
用
し
、

　
新
市
の
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。
 

Ｂ
案
　
新
拠
点
を
設
定
…
岡
垣
・
遠
賀
町

　
が
主
張
 

・
新
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
 

・
一
体
感
を
醸
成
す
る
上
で
、
地
域
の
特

　
性
を
考
え
、
新
た
な
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設

　
定
す
る
。
 

 　
こ
の
件
は
新
市
の
事
務
所
の
位
置
と
関

連
性
が
高
い
の
で
、
継
続
協
議
と
な
り
ま

し
た
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
 

　
企
画
政
　
策
室
へ
 

 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第２号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

議　員 

議　員 

学識経験者 

議　長 

議　員 

学識経験者 

助　役 

議　員 

学識経験者 

議　員 

議　員 

学識経験者 

波多野茂丸 

藤江　宣喜 

入江　　功 

美浦　喜明 

池田　稔臣 

豊澤　賢行 

広渡　輝男 

竹内　和男 

鍋山　　勇 

石松　　守 

仲野　　丈 

田村　一雄 

（別表）新市の事務所の位置などに関する小委員会委員 

町　名 委員区分 氏　　名 備　　考 

芦屋町 

水巻町 

岡垣町  

遠賀町 

委員区分…1号委員＝町長、2号委員＝助役、3号委員＝議長および各町3名の議員、 
　　　　　４号委員＝各町3名の学識経験者 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第９回は２月10日(火)午後２時から芦屋町役場で、第10回は２月25日(水)午後2時から水巻町いきいきほーるで行われます。 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
7
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

　
12
月
24
日
、
第
７
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

水
巻
町
南
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ
の
報
告
と
５
つ

の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

継
続
協
議
　
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
お
よ
び
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ
び

　
所
管
地
域
は
、
小
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
た
め
継
続
協
議
に
。
 

　
議
員
・
農
業
委
員
の
在
任
特
例
の
適
用
は
、
実
質
的
な
審
議
は
今
回
で
終
了

　
し
、
次
回
採
決
さ
れ
る
予
定
。
 

　
新
市
建
設
計
画
（
基
本
構
想
）
は
、
将
来
像
を
「
共
に
創
る
、
水
と
緑
の
夢
ふ

　
る
郷
　
○
○
○
市
」に
決
定
し
た
が
、
新
市
の
都
市
構
造
で
意
見
が
分
か
れ
、

　
継
続
協
議
に
。
岡
垣
町
は
、
将
来
へ
の
発
展
性
を
求
め
た
も
の
に
す
べ
き
と

　
主
張
。
 

報
告
第
12
号
 

第
６
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
12
月
17
日
の
幹
事
会
を
は
じ
め
、
そ
の

ほ
か
専
門
部
会
・
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
13
号
 

　
鈴
木
会
長
か
ら
、
新
市
の
事
務
所
の
位

置
な
ど
に
関
す
る
小
委
員
会
委
員
の
指
名

が
あ
り
、
そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
名
さ
れ
た
委
員
は
左
記
別
表
の
通
り
で
す
。
 

協
議
第
４
・
５
号
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、

協
定
項
目
20
　
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位

置
、
名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て（
継

続
審
議
）
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
し
た
が
、
既

に
前
回
の
協
議
会
で
、
小
委
員
会
を
設
置

し
て
検
討
す
る
と
決
定
し
て
い
た
た
め
、

実
質
的
な
議
論
は
さ
れ
ず
、
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
６
号
 

協
定
項
目
６
　
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び

任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
内
容

で
採
決
す
る
予
定
で
し
た
。
 

 1
　
定
　
数
 

　
 
30
人
以
内
と
す
る
…
遠
賀
町
が
主
張
 

　
　
30
人
と
す
る
…
岡
垣
・
芦
屋
・
水
巻

　
　
町
が
主
張
 

2
　
任
　
期
 

　
　
在
任
特
例（
合
併
特
例
法
で
、
合
併
後

　
　
最
長
2
年
間
、
現
職
の
議
員
が
そ
の

　
　
ま
ま
在
任
）を
適
用
…
芦
屋
・
水
巻
・

　
　
遠
賀
町
が
主
張
 

　
※
幹
事
会
で
は
合
併
特
例
法
の
改
正
に

　
か
か
わ
ら
ず
平
成
19
年
３
月
を
期
限
と

　
す
る（
現
行
の
各
町
の
議
員
の
任
期
を
超

　
え
な
い
範
囲
で
）こ
と
で
調
整
 

　
　
地
方
自
治
法
原
則（
合
併
後
50
日
以
内

　
　
に
、
新
し
い
定
数
で
設
置
選
挙
を
行

　
　
う
）を
適
用
…
岡
垣
町
が
主
張
 

3
　
選
挙
区
 

　
　
選
挙
区
を
設
置
し
な
い
…
岡
垣
・
芦

　
　
屋
・
遠
賀
町
が
主
張
　
 

　
　
選
挙
区
を
設
置
す
る
…
水
巻
町
が
主
張

　
 

　
と
こ
ろ
が
、
２
の
任
期
の
取
り
扱
い
で
、

水
巻
町
か
ら
、
現
時
点
で
具
体
的
な
期
限

を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
異
論
が
出
さ

れ
た
た
め
、
今
会
議
で
事
前
に「
１
定
数
、

２
任
期
、
３
選
挙
区
」を
１
つ
の
案
に
ま
と

め
る
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
各
委
員
の
意

見
も
求
め
ら
れ
、
岡
垣
町
の
委
員
は
、
 

 １
　
定
数
は
30
人
 

２
　
任
期
は
地
方
自
治
法
原
則
を
適
用
 

３
　
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
 

 と
主
張
し
ま
し
た
。
 

　
２
の
任
期
は
、
最
初
に
在
任
特
例
を
適

用
す
る
か
否
か
の
挙
手
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
在
任
特
例
を
適
用
す
る
ほ
う
が
多

数
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
期
限
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
 

○
平
成
19
年
３
月（
現
行
の
各
町
の
議
員
の

　
任
期
を
超
え
な
い
範
囲
で
）…
岡
垣
・
芦

　
屋
・
遠
賀
町
が
主
張
 

○
合
併
後
２
年
間
…
水
巻
町
が
主
張
。
 

挙
手
の
結
果
、
平
成
19
年
の
３
月
ま
で
と

調
整
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
終
的
な
案
と
し
て
、
 

１
　
定
数
は
30
人
　
 

２
　
任
期
は
在
任
特
例
を
適
用
す
る
 

３
　
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
 

と
な
り
、
次
回
の
協
議
会
で
採
決
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
７
号
 

協
定
項
目
７
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
お
よ
び
任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
し
た
が
、
次

の
２
つ
の
案
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
在
任
特
例
を
適
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠

賀
町
が
主
張
 

　
農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法
律
原
則

を
適
用
…
岡
垣
町
が
主
張
 

こ
れ
も
、
協
定
項
目
６
と
同
様
に
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
、
継
続
協
議
と
し
、
次
回

の
会
議
で
採
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

協
議
第
10
号
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
 

　
こ
の
中
で
特
に
議
論
さ
れ
た
の
が
、
新

市
の
将
来
像
と
都
市
構
造
で
す
。
 

　
新
市
の
将
来
像
は
、
次
の
3
つ
の
案
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 １
案
　
共
に
創
る
、
水
と
緑
の
夢
ふ
る
郷

　
○
○
○
市
 

・
共
に
創
る
…
旧
町
そ
れ
ぞ
れ
の
町
民
が

　
共
に
新
し
い
市
を
創
っ
て
い
く
。
 

・
夢
…
発
展
性
を
表
し
て
い
る
。
 

・
ふ
る
郷
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
提

　
案
。
4
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
る
。
 

２
案
　
夢
か
な
で
る
緑
と
水
辺
の
四
重
奏

　
都
市
 

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
…
少
人
数
で
合
奏（
重
奏
）

　
す
る
こ
と
。
も
と
も
と
の
意
味
は
フ
ラ

　
ン
ス
語
で「
一
緒
に
」。
 

３
案
　
緑
を
育
み
、
水
を
守
る
、
自
然
と

　
共
生
す
る
ま
ち
　
○
○
○
市
 

・
共
生
…
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
概
念
と

　
し
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。
 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
分
か
り
や

　
す
い
。
 

 　
各
委
員
の
投
票
が
行
わ
れ
、
１
案
＝
22

票
、
２
案
＝
13
票
、
３
案
＝
１
票
と
な
り
、
 

　
新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
は
、「
共
に
創

る
、
水
と
緑
の
夢
ふ
る
郷
　
○
○
○
市
」に

決
定
し
ま
し
た
。
 

　
都
市
構
造
は
、
次
の
2
案
に
整
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 

 Ａ
案
　
現
拠
点
を
設
定
…
芦
屋
・
水
巻
町

　
が
主
張
 

・
財
政
効
果
や
経
済
状
況
な
ど
を
考
え
、

　
４
町
の
庁
舎
の
あ
る
地
域
を
活
用
し
、

　
新
市
の
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。
 

Ｂ
案
　
新
拠
点
を
設
定
…
岡
垣
・
遠
賀
町

　
が
主
張
 

・
新
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
 

・
一
体
感
を
醸
成
す
る
上
で
、
地
域
の
特

　
性
を
考
え
、
新
た
な
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設

　
定
す
る
。
 

 　
こ
の
件
は
新
市
の
事
務
所
の
位
置
と
関

連
性
が
高
い
の
で
、
継
続
協
議
と
な
り
ま

し
た
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
 

　
企
画
政
　
策
室
へ
 

 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第２号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第３号委員 

第３号委員 

第４号委員 

議　員 

議　員 

学識経験者 

議　長 

議　員 

学識経験者 

助　役 

議　員 

学識経験者 

議　員 

議　員 

学識経験者 

波多野茂丸 

藤江　宣喜 

入江　　功 

美浦　喜明 

池田　稔臣 

豊澤　賢行 

広渡　輝男 

竹内　和男 

鍋山　　勇 

石松　　守 

仲野　　丈 

田村　一雄 

（別表）新市の事務所の位置などに関する小委員会委員 

町　名 委員区分 氏　　名 備　　考 

芦屋町 

水巻町 

岡垣町  

遠賀町 

委員区分…1号委員＝町長、2号委員＝助役、3号委員＝議長および各町3名の議員、 
　　　　　４号委員＝各町3名の学識経験者 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
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  【
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
】
 

　
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人（
平
成
15
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提

出
し
た
人
は
除
き
ま
す
。
）
な
お
、

平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に
岡
垣

町
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
で
申
告
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

◎
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

　
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
 

◎
給
与
所
得
者（
勤
務
先
か
ら
給
与

　
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
）で
、

　
給
与
以
外
の
所
得（
地
代
、
家
賃
、

　
配
当
な
ど
）
が
あ
る
人
。
（
そ
れ

　
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
対

　
象
に
な
ら
な
く
て
も
町
県
民
税

　
の
申
告
は
必
要
で
す
。） 

◎
平
成
15
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、

　
再
就
職
を
し
て
い
な
い
人
 

◎
役
場
か
ら
申
告
案
内
の
は
が
き

　
が
届
い
た
人
 

　
ま
た
、
申
告
は
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。（
所
得
が
な
い
場

合
は
役
場
税
務
課
へ
の
電
話
連
絡

で
結
構
で
す
。
）
 

【
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
な
い
人
】
 

◎
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
役
場
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の

　
提
出
が
あ
っ
た
人
 

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
 

◎
平
成
15
年
中
の
収
入
が
公
的
年

　
金
収
入
の
み
の
人（
互
助
年
金
や

　
不
動
産
収
入
な
ど
が
あ
る
人
を

　
除
く
）で
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

　
年
金
収
入
が
二
百
六
十
六
万
円

　
以
下
の
場
合
、
所
得
税
を
源
泉

　
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
限
り
申
告

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
平
成
16
年
度
町
県
民
税
は
、
引

　
き
続
き
所
得
割
の
15
　（
上
限
四

　
万
円
）が
減
税
さ
れ
ま
す
。
 

  【
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人
】 

◎
事
業
を
営
ん
で
い
る
人（
営
業
、

　
農
業
、
漁
業
や
そ
の
ほ
か
の
事
業
） 

◎
給
与
所
得
者
で
、
給
与
収
入
が

　
二
千
万
円
を
超
え
る
人
 

◎
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

　
る
人
で
、
給
与
や
退
職
所
得
以

　
外
の
所
得
合
計
が
二
十
万
円
を

　
超
え
る
人
 

◎
地
代
、
家
賃
や
配
当
な
ど
の
収

　
入
が
あ
っ
た
人
 

◎
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

　
の
人
は
申
告
が
必
要
で
す
 

　
・
日
給
な
ど
の
人
 

　
・
給
与
支
払
報
告
書
未
提
出
の
人
 

　
・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

　
　
け
て
い
る
人
 

◎
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
 

◎
公
的
年
金
以
外
に
互
助
年
金
や

　
企
業
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
が

　
あ
る
人
、
ま
た
、
2
か
所
以
上

　
か
ら
公
的
年
金
を
受
け
て
る
人

　
で
所
得
税
を
納
め
足
り
な
い
人
 

◎
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲
渡

　
所
得
が
あ
っ
た
人
 

譲
渡
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
　
 

　
・
売
買
契
約
書
、
測
量
費
や
仲

　
　
介
手
数
料
な
ど
の
領
収
書
 

　
・
印
か
ん
 

　
・
預
金
通
帳
 

          ※
平
成
15
年
分
の
所
得
税
も
引
き

続
き
税
額
の
20
　（
上
限
二
十
五
万

円
）が
定
率
減
税
さ
れ
ま
す
。
 

  　
給
与
、
年
金
、
配
当
、
原
稿
料

な
ど
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
人
で
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
還
付
申
告
を
す
る
と
税
金

が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

所
得
税
の
還
付
申
告
に
限
り
、
若

松
税
務
署
へ
行
け
ば
、
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
の
期
間
外
で
も
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人《
本
人

　
や
家
族
の
医
療
費
で
十
万
円
か
、

　
合
計
所
得
金
額
の
５
　
の
い
ず

　
れ
か
少
な
い
方
の
額
を
超
え
る

　
支
払
い
を
し
た
人（
保
険
金
な
ど

　
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
は
除
く
）

　
た
だ
し
、
健
康
診
断
や
美
容
整

　
形
な
ど
は
医
療
費
に
含
ま
れ
ま

　
せ
ん
。
》
 

◎
雑
損
控
除
を
受
け
る
人《
火
災
や

　
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に

　
あ
っ
た
と
き
》
 

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
人《
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利

　
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し

　
た
と
き
、
ま
た
は
百
万
円
を
超

　
え
る
増
改
築
を
し
、
12
月
31
日

　
ま
で
に
入
居
し
た
と
き
。
》
 

住
宅
減
税
の
申
告
受
付
は
、
岡
垣

町
役
場
は
2
月
4
日（
水
）・
13
日（
金
）

の
2
日
間
だ
け
で
す
。
こ
の
日
以

外
は
若
松
税
務
署
・
還
付
申
告
セ

ン
タ
ー
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◎
扶
養
親
族
数
に
異
動
が
あ
っ
た
人
 

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調
整

　
を
受
け
て
い
な
い
人
 

  

　
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
年

　
金
や
生
命
保
険
の
支
払
証
明
 

　
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
被

　
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
明

　
細
書
・
領
収
書
 

　
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険

　
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、
保
険

　
料
の
控
除
証
明
書
 

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

　
医
療
費
の
支
払
領
収
書
と
明
細

　
書（
必
ず
人
別
、
病
院
別
、
ひ
と

　
月
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
）
 

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
人
は
、
 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し
 

　
イ
　
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
工
事

　
　
　
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約

　
　
書
な
ど
の
家
屋
・
敷
地
の
価

　
　
格
が
わ
か
る
書
類
 

　
ウ
　
住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
か

　
　
か
わ
る
借
入
金
の
年
末
残
高

　
　
証
明
書
 

　
エ
　
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築

　
　
確
認
書
の
写
し
、
検
査
済
証

　
　
の
写
し
、
増
改
築
等
工
事
証

　
　
明
書
な
ど
 

　
な
お
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、

2
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
済
み

ま
す
。
 

⑥
印
か
ん
 

⑦
還
付
金
の
振
込
口
座
番
号（
本
人

　
名
義
に
限
る
）
 

町
県
民
税
の
申
告
 

所
得
税
の
確
定
申
告
 

平
成
15
年
に
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
人
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

役
場
で
税
務
署
職
員
が
譲
渡
所
得

の
出
張
受
付
を
す
る
の
は
２
月
18

日（
水
）と
19
日（
木
）の
２
日
間
だ

け
で
す
。
こ
の
日
以
外
は
若
松
税

務
署
で
の
申
告
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
当
日
は
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
人
の
譲
渡
関
係
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
 

所
得
税
の
還
付
 

申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
 

　自分の税金の申告書は自分で記入し

提出しましょう。「申告の手引き」に分

かりやすく書き方が解説してあります

から、ぜひ取り組んでください。申告

書を自分で書いて、直接税務署へ郵送

することをお勧めします。 

　書き方に自信がない場合でも、確定

申告書の第二表は、必ず自分で記入し

てください。 

　近年、還付申告をする人が増加して

いるため、待ち時間も長くなっています。

税を理解する上でも、分からない、で

きないと最初からあきらめずに、自分

の税金は自分で申告しましょう。 

　一般の確定申告は２月16日（月）から

ですが、大変な混雑が予想されますので、

還付は還付申告センターを利用してく

ださい。なお、役場では２月16日以前

の受け付けはできません。 

還付申告は 
還付申告センターで！ 

若松税務署職員(または税理士)が 
岡垣町役場で出張受け付けする日 

2月  4日（水） 

12日（木） 

13日（金） 

18日（水） 

19日（木） 

3月  8日（月） 

9日（火） 

10日（水） 

 

住宅借入金控除 

農業所得がある人 

住宅借入金控除 

一般 　家・土地の譲渡 

一般 　家・土地の譲渡 

一般 

一般 

農業所得がある人 

 

日曜日も税の申告ができます！ 

国税庁が提供する税務相談室 
ホームページアドレス 
http：//taxanser.nta.go.jp   
税金電話案内�571－0433

日　　時 内　　　　容 

問い合わせ 
若松税務署�761－2536 
または、岡垣町役場税務課へ 
 

税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
 

と

こ

ろ
　【
所
得
税
の
確
定
申
告
】若
松
税
務
署
・
役
場
３
階
大
会
議
室
 

　
　
　
　
 【
町
県
民
税
の
申
告
】役
場
３
階
大
会
議
室
 

と　き　２月22日・29日 
ところ　若松税務署 

タックスアンサー 

税金の申告は自書申告で 
 

！ 

と　き　１月29日（木）から２月６日（金） 

　　　　水・土・日曜日は休み 

　　　　午前９時30分から11時30分 

　　　　午後１時から３時30分 

ところ　遠賀町コミュニティセンター 

国税庁ホームページ（http：//www.nta.go.jp）では、実際に入力して申告書が作成できます。 

印刷して若松税務署へ郵送すれば、申告会場での長い待ち時間から解放されます。 

2
月
16
日（
月
）か
ら
3
月
15
日（
月
） 
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  【
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
】
 

　
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人（
平
成
15
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提

出
し
た
人
は
除
き
ま
す
。
）
な
お
、

平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に
岡
垣

町
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
で
申
告
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

◎
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

　
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
 

◎
給
与
所
得
者（
勤
務
先
か
ら
給
与

　
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
）で
、

　
給
与
以
外
の
所
得（
地
代
、
家
賃
、

　
配
当
な
ど
）
が
あ
る
人
。
（
そ
れ

　
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
対

　
象
に
な
ら
な
く
て
も
町
県
民
税

　
の
申
告
は
必
要
で
す
。） 

◎
平
成
15
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、

　
再
就
職
を
し
て
い
な
い
人
 

◎
役
場
か
ら
申
告
案
内
の
は
が
き

　
が
届
い
た
人
 

　
ま
た
、
申
告
は
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。（
所
得
が
な
い
場

合
は
役
場
税
務
課
へ
の
電
話
連
絡

で
結
構
で
す
。
）
 

【
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
な
い
人
】
 

◎
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
役
場
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の

　
提
出
が
あ
っ
た
人
 

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
 

◎
平
成
15
年
中
の
収
入
が
公
的
年

　
金
収
入
の
み
の
人（
互
助
年
金
や

　
不
動
産
収
入
な
ど
が
あ
る
人
を

　
除
く
）で
、
65
歳
以
上
の
人
は
、

　
年
金
収
入
が
二
百
六
十
六
万
円

　
以
下
の
場
合
、
所
得
税
を
源
泉

　
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
限
り
申
告

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
平
成
16
年
度
町
県
民
税
は
、
引

　
き
続
き
所
得
割
の
15
　（
上
限
四

　
万
円
）が
減
税
さ
れ
ま
す
。
 

  【
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人
】 

◎
事
業
を
営
ん
で
い
る
人（
営
業
、

　
農
業
、
漁
業
や
そ
の
ほ
か
の
事
業
） 

◎
給
与
所
得
者
で
、
給
与
収
入
が

　
二
千
万
円
を
超
え
る
人
 

◎
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

　
る
人
で
、
給
与
や
退
職
所
得
以

　
外
の
所
得
合
計
が
二
十
万
円
を

　
超
え
る
人
 

◎
地
代
、
家
賃
や
配
当
な
ど
の
収

　
入
が
あ
っ
た
人
 

◎
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

　
の
人
は
申
告
が
必
要
で
す
 

　
・
日
給
な
ど
の
人
 

　
・
給
与
支
払
報
告
書
未
提
出
の
人
 

　
・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

　
　
け
て
い
る
人
 

◎
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
 

◎
公
的
年
金
以
外
に
互
助
年
金
や

　
企
業
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
が

　
あ
る
人
、
ま
た
、
2
か
所
以
上

　
か
ら
公
的
年
金
を
受
け
て
る
人

　
で
所
得
税
を
納
め
足
り
な
い
人
 

◎
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲
渡

　
所
得
が
あ
っ
た
人
 

譲
渡
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
　
 

　
・
売
買
契
約
書
、
測
量
費
や
仲

　
　
介
手
数
料
な
ど
の
領
収
書
 

　
・
印
か
ん
 

　
・
預
金
通
帳
 

          ※
平
成
15
年
分
の
所
得
税
も
引
き

続
き
税
額
の
20
　（
上
限
二
十
五
万

円
）が
定
率
減
税
さ
れ
ま
す
。
 

  　
給
与
、
年
金
、
配
当
、
原
稿
料

な
ど
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
人
で
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
還
付
申
告
を
す
る
と
税
金

が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

所
得
税
の
還
付
申
告
に
限
り
、
若

松
税
務
署
へ
行
け
ば
、
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
の
期
間
外
で
も
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人《
本
人

　
や
家
族
の
医
療
費
で
十
万
円
か
、

　
合
計
所
得
金
額
の
５
　
の
い
ず

　
れ
か
少
な
い
方
の
額
を
超
え
る

　
支
払
い
を
し
た
人（
保
険
金
な
ど

　
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
は
除
く
）

　
た
だ
し
、
健
康
診
断
や
美
容
整

　
形
な
ど
は
医
療
費
に
含
ま
れ
ま

　
せ
ん
。
》
 

◎
雑
損
控
除
を
受
け
る
人《
火
災
や

　
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に

　
あ
っ
た
と
き
》
 

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
人《
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利

　
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し

　
た
と
き
、
ま
た
は
百
万
円
を
超

　
え
る
増
改
築
を
し
、
12
月
31
日

　
ま
で
に
入
居
し
た
と
き
。
》
 

住
宅
減
税
の
申
告
受
付
は
、
岡
垣

町
役
場
は
2
月
4
日（
水
）・
13
日（
金
）

の
2
日
間
だ
け
で
す
。
こ
の
日
以

外
は
若
松
税
務
署
・
還
付
申
告
セ

ン
タ
ー
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◎
扶
養
親
族
数
に
異
動
が
あ
っ
た
人
 

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調
整

　
を
受
け
て
い
な
い
人
 

  

　
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
年

　
金
や
生
命
保
険
の
支
払
証
明
 

　
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
被

　
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
明

　
細
書
・
領
収
書
 

　
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険

　
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、
保
険

　
料
の
控
除
証
明
書
 

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

　
医
療
費
の
支
払
領
収
書
と
明
細

　
書（
必
ず
人
別
、
病
院
別
、
ひ
と

　
月
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
）
 

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
人
は
、
 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し
 

　
イ
　
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
工
事

　
　
　
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約

　
　
書
な
ど
の
家
屋
・
敷
地
の
価

　
　
格
が
わ
か
る
書
類
 

　
ウ
　
住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
か

　
　
か
わ
る
借
入
金
の
年
末
残
高

　
　
証
明
書
 

　
エ
　
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築

　
　
確
認
書
の
写
し
、
検
査
済
証

　
　
の
写
し
、
増
改
築
等
工
事
証

　
　
明
書
な
ど
 

　
な
お
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、

2
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
済
み

ま
す
。
 

⑥
印
か
ん
 

⑦
還
付
金
の
振
込
口
座
番
号（
本
人

　
名
義
に
限
る
）
 

町
県
民
税
の
申
告
 

所
得
税
の
確
定
申
告
 

平
成
15
年
に
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
人
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

役
場
で
税
務
署
職
員
が
譲
渡
所
得

の
出
張
受
付
を
す
る
の
は
２
月
18

日（
水
）と
19
日（
木
）の
２
日
間
だ

け
で
す
。
こ
の
日
以
外
は
若
松
税

務
署
で
の
申
告
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
当
日
は
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
人
の
譲
渡
関
係
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
 

所
得
税
の
還
付
 

申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
 

　自分の税金の申告書は自分で記入し

提出しましょう。「申告の手引き」に分

かりやすく書き方が解説してあります

から、ぜひ取り組んでください。申告

書を自分で書いて、直接税務署へ郵送

することをお勧めします。 

　書き方に自信がない場合でも、確定

申告書の第二表は、必ず自分で記入し

てください。 

　近年、還付申告をする人が増加して

いるため、待ち時間も長くなっています。

税を理解する上でも、分からない、で

きないと最初からあきらめずに、自分

の税金は自分で申告しましょう。 

　一般の確定申告は２月16日（月）から

ですが、大変な混雑が予想されますので、

還付は還付申告センターを利用してく

ださい。なお、役場では２月16日以前

の受け付けはできません。 

還付申告は 
還付申告センターで！ 

若松税務署職員(または税理士)が 
岡垣町役場で出張受け付けする日 

2月  4日（水） 

12日（木） 

13日（金） 

18日（水） 

19日（木） 

3月  8日（月） 

9日（火） 

10日（水） 

 

住宅借入金控除 

農業所得がある人 

住宅借入金控除 

一般 　家・土地の譲渡 

一般 　家・土地の譲渡 

一般 

一般 

農業所得がある人 

 

日曜日も税の申告ができます！ 

国税庁が提供する税務相談室 
ホームページアドレス 
http：//taxanser.nta.go.jp   
税金電話案内�571－0433

日　　時 内　　　　容 

問い合わせ 
若松税務署�761－2536 
または、岡垣町役場税務課へ 
 

税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
 

と

こ

ろ
　【
所
得
税
の
確
定
申
告
】若
松
税
務
署
・
役
場
３
階
大
会
議
室
 

　
　
　
　
 【
町
県
民
税
の
申
告
】役
場
３
階
大
会
議
室
 

と　き　２月22日・29日 
ところ　若松税務署 

タックスアンサー 

税金の申告は自書申告で 
 

！ 

と　き　１月29日（木）から２月６日（金） 

　　　　水・土・日曜日は休み 

　　　　午前９時30分から11時30分 

　　　　午後１時から３時30分 

ところ　遠賀町コミュニティセンター 

国税庁ホームページ（http：//www.nta.go.jp）では、実際に入力して申告書が作成できます。 

印刷して若松税務署へ郵送すれば、申告会場での長い待ち時間から解放されます。 

2
月
16
日（
月
）か
ら
3
月
15
日（
月
） 

 



広報おかがき　平成16年１月25日号 広報おかがき　平成16年１月25日号 ��

出
窓 

出
　
窓 収

納 

物
入 

押
入 

洗
面
所 

居間・食事室 

便
所 

台
所 

洋
室 

玄
関 

廊
下 

バ
ル
コ
ニ
ー 

T
1
・
F
D

和室（2） 

S-3

和室（1） 

M
B

U
B

ク
ロ
ゼ
ッ
ト
 

P
B

家賃は、入居する世帯の収入によって決まります。 

（別途共益費がかかります） 

敷　金＝家賃の3か月分 

駐車場使用料＝一律1,050円 

（駐車場保証金＝3か月分） 
 

【募集対象】 

　一般世帯向住宅　16戸 

　新婚世帯向住宅　8戸 

（結婚後3年以内で夫婦共に35歳以下の世帯） 

　新婚世帯向住宅に申し込む人は、一般世帯住宅にも申し込みできます。 

　単身者は申し込みできません 
 

【主な申し込み要件】 

　町内に3か月以上住んでいるか、町内の事業所に３か月以上勤務している人 

　収入の基準額を超えていないこと 

　婚姻予定による入居申込は、3か月以内に婚姻の届ができること 

（新婚世帯向住宅でも申し込みができます。） 

　現在住宅に困っている人 

　保証人が必要です 
 

【申し込みに必要な書類】 

　入居予定者で前年中に所得があった人全員の所得が証明できるもの 

　保証人の前年の所得が証明できるもの 

　婚姻予定者は婚姻する証明ができるもの 

　新婚向住宅の希望は婚姻時期が証明できるもの 

　そのほか必要としたもの 

新規町営住宅の入居者を募集します 
海老津団地　全24戸 
平成15年建築4階建（エレべーター設置） 

　2ＬＤＫ8戸（約65平方メートル） 
　家　賃　22,500円から 

　3ＬＤＫ16戸（約74平方メートル）　 
　家　賃　25,800円から 
 

申込期間 
2月10日～24日 

抽選当日に管理人を2人決定します。 
（一般世帯・新婚世帯各1人） 
申し込み・問い合わせ　建設課管理建築係へ 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
条
例
が
制
定 

「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
の
条
例
が
制
定 

条
例
で 

次
の
よ
う
な
こ
と
が 

決
ま
り
ま
し
た
。　 

           

条
例
の
施
行
日 

４
月
１
日 

  

開
館
日 

５
月
１
日
（
土
） 

  

施
　
設 

　
設
　
置 

　
　
住
民
の
教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向

　
上
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与

　
し
、
地
域
情
報
化
の
推
進
と
情
報
交

　
流
の
拠
点
と
し
て
、
岡
垣
町
情
報
プ

　
ラ
ザ
人
の
駅
を
設
置
し
ま
す
。 

　
名
　
称 

　
岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅 

　
位
　
置 

　
岡
垣
町
海
老
津
駅
前
２
番
１
号 

　
施
設
の
構
成 

　
　
情
報
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
地
に
整
備

　
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
で
構
成

　
さ
れ
ま
す
。 

  

施
設
使
用 

　
使
用
の
許
可 

　
・
情
報
プ
ラ
ザ
施
設
や
附
属
す
る
器

　
具
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
町
長

　
の
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
ら
か

　
じ
め
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
・
使
用
許
可
を
受
け
た
内
容
を
変
更

　
す
る
場
合
、
変
更
の
申
請
を
し
、
変

　
更
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
使
用
の
不
許
可 

　
　
次
の
よ
う
な
場
合
は
使
用
を
許
可

　
で
き
ま
せ
ん
。 

　
・
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
な
風
俗
を

　
乱
す
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

　
き
。 

　
・
施
設
な
ど
を
破
損
も
し
く
は
滅
失

　
の
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

　
・
集
団
的
、
ま
た
は
常
習
的
に
暴
力

　
的
な
不
法
行
為
な
ど
を
行
う
恐
れ
が

　
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
組

　
織
や
団
体
の
利
益
に
な
る
と
認
め
ら

　
れ
る
と
き
。 

　
・
施
設
の
管
理
運
営
上
支
障
が
あ
る

　
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

　
目
的
外
使
用
な
ど
の
禁
止 

　
・
使
用
す
る
人
は
、
許
可
を
受
け
た

　
目
的
以
外
に
施
設
を
使
用
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
・
そ
の
使
用
の
権
利
を
譲
渡
し
た
り

　
転
貸
し
て
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
は

　
で
き
ま
せ
ん
。 

　
使
用
許
可
の
取
り
消
し
な
ど 

　
　
利
用
す
る
人
が
、
利
用
許
可
の
条

　
件
に
違
反
し
た
場
合
な
ど
は
、
使
用

　
の
許
可
を
取
り
消
し
た
り
使
用
を
中

　
止
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
使
用
料 

　
　
施
設
使
用
料
は
下
の
表
の
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。 

  

施
設
使
用
の
申
し
込
み 

４
月
１
日（
木
）か
ら
各
公
共
施
設
に
あ

る
利
用
者
端
末
や
プ
ラ
ザ
の
窓
口
で
行

い
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
　
情
報
推
進
課
へ 

５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
！ 

｢
岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」が 

12
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

室　名 

会議室 

パソコン室 

研修室１ 

研修室２ 

研修室３ 

スタジオ・調整室 

２００円 

５００円 

３００円 

３００円 

３００円 

１,０００円 

１００円 

２００円 

２００円 

２００円 

２００円 

４００円 

使用料（１時間当たり） 冷暖房費 

■施設使用料■ 

情報プラザの詳しい利用方法は、今後もお知らせしていきます。 

出
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家賃は、入居する世帯の収入によって決まります。 

（別途共益費がかかります） 

敷　金＝家賃の3か月分 

駐車場使用料＝一律1,050円 

（駐車場保証金＝3か月分） 
 

【募集対象】 

　一般世帯向住宅　16戸 

　新婚世帯向住宅　8戸 

（結婚後3年以内で夫婦共に35歳以下の世帯） 

　新婚世帯向住宅に申し込む人は、一般世帯住宅にも申し込みできます。 

　単身者は申し込みできません 
 

【主な申し込み要件】 

　町内に3か月以上住んでいるか、町内の事業所に３か月以上勤務している人 

　収入の基準額を超えていないこと 

　婚姻予定による入居申込は、3か月以内に婚姻の届ができること 

（新婚世帯向住宅でも申し込みができます。） 

　現在住宅に困っている人 

　保証人が必要です 
 

【申し込みに必要な書類】 

　入居予定者で前年中に所得があった人全員の所得が証明できるもの 

　保証人の前年の所得が証明できるもの 

　婚姻予定者は婚姻する証明ができるもの 

　新婚向住宅の希望は婚姻時期が証明できるもの 

　そのほか必要としたもの 

新規町営住宅の入居者を募集します 
海老津団地　全24戸 
平成15年建築4階建（エレべーター設置） 

　2ＬＤＫ8戸（約65平方メートル） 
　家　賃　22,500円から 

　3ＬＤＫ16戸（約74平方メートル）　 
　家　賃　25,800円から 
 

申込期間 
2月10日～24日 

抽選当日に管理人を2人決定します。 
（一般世帯・新婚世帯各1人） 
申し込み・問い合わせ　建設課管理建築係へ 
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山田小学校6年生が製作、設置 

正しい理解と認識を 

汗をかき、松をかく 
松葉かき 

みんなで使おう古鍋田公園のベンチ 

「障害者の日」啓発事業 

おめでとうございます！　秋の叙勲 

　11月3日に政府から発表された秋の叙勲で、是枝良昭さん

(旭南区)が瑞宝双光章を受賞されました。是枝さんは、昭和

20年から昭和61年の41年間、現在の国土交通省に勤務され、

船舶業務(造船所・港・倉庫の管理や、航路・船員に関する

ことなど)の発展に大きく貢献されました。取材の中で、｢今

までこの仕事一本でやってこれたことに感謝しています。｣

と受賞されたときの感想を話してくださいました。 

　12月9日、障害者が積極的に活動に参加

する意欲を高めるため、啓発活動を行いま

した。この活動には、町長、民生委員、身

体障害者福祉協会、手をつなぐ親の会、は

まゆう会などが参加し、障害者に対する正

しい理解と認識を呼びかけました。 

　障害者問題は現在もたくさんあります。

障害者にやさしい町は、みなさんにもやさ

しい町です。みんなでやさしい町をつくっ

ていきましょう。 

進めよう安心安全まちづくり 
年末防犯キャンペーン 

　近年、住居侵入や車上狙いなど身近で衝撃的な犯

罪が増加しています。 

　このような情勢の中、岡垣町防犯協会による年末

防犯キャンペーンが、12月16日に町内6か所で行わ

れました。この取り組みは、安全な地域社会を実現

するために防犯思想の普及を図り、地域安全運動を

推進する目的で毎年行われています。当日は町長も

参加し、総勢58人で防犯チラシと防犯グッズの配布

を行いました。 

　みなさんも犯罪を未然に防ぐために、できること

から取り組んでいきましょう。 

 

歳末助け合い募金を寄付 

困っている人、恵まれない人に募金します 

おいしく食べました 
岡垣町観光協会・商工会女性部そば作り 

　12月2日に岡垣町観光協会と商工会女性部が、介

護老人施設恵の家のみなさんと一緒にそばを打ちま

した。このソバは、昨年度岡垣町観光協会が、景観

事業の一環で内浦の減反地を利用して植え、収穫し

たものです。その日の昼食として振る舞われ、みな

さんは、作り立てでコシのあるそばに舌鼓を打って

いました。 

　12月7日、三里松原で松葉かきが行われ

ました。今年で10回目になります。小・

中学生も多数参加し、約200人が約1ヘク

タールを清掃しました。かき集めた枯れ松

は約20トンにもなりました。 

　2月15日(木)にはボランティア植樹が吉

木浜で行われます。みんなで協力して、美

しい三里松原を守り続けていきましょう。 

　12月に岡垣第一幼稚園と岡垣中央幼稚園の園児が、役場に歳末助け合い募金を持ってきて

くれました。当日は収入役が募金を受け取り、感謝の言葉を園児たちに伝えました。この募金

は、社会福祉協議会に寄付され、社会のために役立てられます。 

三里松原の中は、枯れ松でびっしり！ 三里松原の中は、枯れ松でびっしり！ 

岡垣第一幼稚園 
 
岡垣第一幼稚園 
 

岡垣中央幼稚園 
 
岡垣中央幼稚園 
 

　１月７日に鍋田区にある古鍋田公園に３つのベンチが設

置されました。これは、山田小学校６年生の総合学習の中

で鍋田公園グループが取り組んだものです。 

　この日ベンチ製作と設置に参加したのは、６年１組の岩

丸幸吾くん、梶山裕子さん、吉村優志くんと、２組の今久

留主真由さん、岩丸龍吾くん、後藤聡くん、鶴田昴志くん、

中村和樹くん、宮部尚吾くんの９人です。 

　ベンチの材料は、町内で間伐した木材を利用して役場建

設課が用意し、鍋田区長らの協力の中で設置さ

れました。子どもたちは、｢この公園をよりよく

する夢が実現してとてもうれしい｣｢ベンチが設

置されて公園のイメージが明るくなった｣｢小学

校生活の最高の思い出となった｣と感想を話し、

多くの人の協力で無事完成したことに感謝して

いました。 

　このグループは、夏休みに清掃活動をしたり、

公園にゴミを捨てない啓発ポスターを作ったり

しました。今度は背もたれの付いたベンチの設

置に取り組むそうなので、この公園の近くを通

りかかったら、ぜひ利用してください。 子どもたちと鍋田区長さんたちが協力しました 子どもたちと鍋田区長さんたちが協力しました 
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如月のもよおし・おしらせ 如月のもよおし・おしらせ 
きさらぎ 

響　　灘 

駐車場 

ボランティア 
植樹会場 

自転車道 

会場入口 国道495号線 

波津 

遠賀病院 

出口 汐入川 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
 

登
録
受
付

登
録
受
付
 

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
 

登
録
受
付
 

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？
 

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
ひ
よ
っ
こ
」

「
ひ
よ
っ
こ
」 

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
ひ
よ
っ
こ
」 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
 

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り
 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
 

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り
 

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員
 

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員
 

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

平
成
平
成
16
年
度
年
度
県
立
直
方
聾
学
校

県
立
直
方
聾
学
校
 

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者
 

平
成
16
年
度
県
立
直
方
聾
学
校
 

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者
 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

臨
時
職
員

臨
時
職
員
 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

臨
時
職
員
 

お
し
ら
せ 

催
　
　
　
し 

募
集
・
試
験 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

岡
垣
町

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
 

プ
ン
プ
ン
大
会
大
会
　
出
場
チ
ー
ム
募
集

出
場
チ
ー
ム
募
集
 

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
 

プ
ン
大
会
　
出
場
チ
ー
ム
募
集
 

岡垣 

問
　
２
８
２-

１
５
１
５
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー
 

 

ス
ポ
ー
ツ 

文
化
講
座
　
受
講
生
募
集
 

　岡垣町のシンボルである白砂青松の三里

松原で、ボランティア参加の松苗植樹に参

加しませんか？みなさんの手で三里松原を

守り育てましょう。 

と　き　２月15日（日）午前10時から正午 

　　　　※小雨決行 

ところ　三里松原内吉木浜 

※ボランティア植樹カードがある人はお持

　ちください。 

問い合わせ　農林水産課へ 

 

みんなで三里松原を守ろうよ！ 
                     　

必
要
書
類
は
下
水
道
課
で
配
布

し
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
２
月
２
日（
月
）か
ら

10
日（
火
） 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
福
岡
県
が
決
定
し
よ
う
と
す
る

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
 

【
都
市
計
画
の
種
類
】
 

　
岡
垣
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方

針
の
決
定（
福
岡
県
決
定
）
 

【
案
の
縦
覧
】
 

と
　
き
　
2
月
9
日（
月
）か
ら
23

日（
月
） 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
建
築
都
市
部
都

市
計
画
課
・
岡
垣
町
役
場
建
設
課
 

【
意
見
書
の
提
出
】
 

・
当
該
都
市
計
画
に
係
る
地
域
の

住
民
や
利
害
関
係
者
は
当
該
都
市

計
画
案
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

・
意
見
書
は
、
2
月
23
日（
必
着
）

ま
で
に
福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市

計
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
の
書
式
は
任
意
で
す
が
、

書
式
例
は
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。
 

・
提
出
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
、

当
該
都
市
計
画
案
が
福
岡
県
都
市

計
画
審
議
会
に
付
議
さ
れ
る
と
き

に
、
併
せ
て
提
出
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
　
０
９
２-

６
５
１-

１
１
１
１
へ
 

      　
岡
垣
町
に
こ
だ
わ
ろ
う
を
テ
ー

マ
に
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
色
々
な

催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
２
月
11
日（
水
）午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

対
　
象
　
乳
幼
児
や
小
学
生
、
保

護
者
 

入
場
料
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
木
村
）　
２
８
２-

９

８
１
９
へ
 

     　
春
ま
つ
り
で
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。
 

対
　
象
　
町
内
の
バ
ン
ド
・
歌
唱
・

踊
り
な
ど
の
団
体（
個
人
可
）
 

申
込
期
間
　
１
月
26
日（
月
）か
ら

２
月
13
日（
金
） 

申
し
込
み
　
地
域
づ
く
り
課
窓
口

（
電
話
･
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
）
 

【
第
6
回
春
ま
つ
り
】
 

と
　
き
　
４
月
３
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
※
雨
天
時
４
日

（
日
） 

と
こ
ろ
　
成
田
山
不
動
寺
境
内
地
 

問
い
合
わ
せ
　
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
）へ
 

   　
月
３
回
木
曜
日
に
中
央
公
民
館

で
親
子
体
操
、
読
み
聞
か
せ
、
ゲ

ー
ム
、
公
園
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
額
五
百
円
で
す
。
 

【
見
学
会
】
 

と
　
き
　
２
月
26
日（
木
）午
前
10
時
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
２
月
19
日（
木
）ま

で
に
坂
田
　
２
８
２-

１
９
７
５

へ
 

   対
　
象
　
英
会
話
と
パ
ソ
コ
ン
が

で
き
る
人
 

人
　
数
　
１
人
 

勤
務
内
容
　
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
6
時
 

雇
用
期
間
　
３
月
１
日
か
ら
８
月

31
日（
更
新
あ
り
）
 

面
接
試
験
　
２
月
７
日（
土
）午
前

10
時
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２
月

３
日（
火
）必
着
で
履
歴
書
を
持
参

か
郵
送
で
〒
8
1
1-

4
2
1
1

岡
垣
町
吉
木
1
0
7
2-

1
　
岡

垣
国
際
交
流
協
会
　
２
８
２-

０

５
４
９
へ
 

   職
 
種
　
　
一
般
事
務
 
１
人
 

　
福
祉
バ
ス
運
転
手
　
１
人
 

資
　
格
　
　
　
共
通
＝
○
土
、
日

曜
日
、
祝
日
に
勤
務
で
き
る
人
 

　
＝
○
高
卒
以
上（
高
卒
見
込
可
）

○
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
○
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
○

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

が
で
き
る
人
 

　
＝
○
町
内
在
住
者
○
60
歳
未
満

の
人
○
要
大
型
自
動
車
第
一
種
運

転
免
許
ま
た
は
第
二
種
運
転
免
許
 

勤
務
内
容
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時（
変
則
勤
務
）で
週
休
２

日
制
 

待
　
遇
　
各
種
保
険
完
備
、
賞
与

有
り
 

申
し
込
み
　
２
月
20
日（
金
）ま
で

に（
郵
送
可
、
必
着
）履
歴
書
、
運

転
免
許
証
の
写
し
を
提
出
 
 
 
 
 

試
　
験
　
３
月
14
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
い
こ
い
の
里
で
面
接
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

   　
幼
稚
園
と
同
じ
教
育
内
容
に
加

え
、
言
語
指
導
と
聴
覚
活
用
の
た

め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

対
　
象
　
聴
覚
障
害
の
た
め
聞
こ

え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困
っ
て
い

と　き　2月14日（土） 

　　　　午後7時から8時30分 

ところ　いこいの里 

対　象　平成16年度から新規入所

　　　　する児童の保護者 

問い合わせ　  

海老津学童　�282-3855 
吉木学童　　�282-0173 
山田学童　　�283-4032 
内浦学童　　�090-9599-1915 
戸切学童　　�283-2429         
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
12
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
早
川
　
末
子
　
様
（
高
倉
）
 

故
　
早
川
　
達
生
　
様
　
65
歳
 

○
　
田
中
　
文
雄
　
様
（
百
合
丘
）
 

故
　
田
中
　
イ
ツ
　
様
　
94
歳
 

○
　
占
部
　
筆
子
　
様
（
原
）
 

故
　
占
部
　
三
之
　
様
　
86
歳
 

○
　
市
津
　
広
海
　
様
（
原
）
 

故
　
市
津
　
輝
雄
　
様
　
78
歳
 

 

○
　
柴
田
　
弘
江
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
柴
田
重
太
郎
　
様
　
92
歳
 

○
　
　
井
キ
ク
ヨ
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
　
井
　
清
一
　
様
　
95
歳
 

○
　
甲
斐
喜
美
子
　
様
（
高
塚
）
 

故
　
甲
斐
　
福
義
　
様
　
78
歳
 

○
　
松
本
　
裕
次
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
松
本
　
國
敏
　
様
　
67
歳
 

○
　
木
野
　
志
成
　
様
（
東
山
田
）
 

故
　
木
野
ヒ
ト
ヱ
　
様
　
95
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
　
田
中
　
文
雄
　
様
 

○
　
市
津
　
広
海
　
様
 

○
　
木
野
　
志
成
　
様
 

  

る
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
３
･

４
･
５
歳
の
幼
児
 

募
集
期
間
　
１
月
26
日（
月
）か
ら

２
月
６
日（
金
） 

※
小
・
中
学
部
も
児
童
･
生
徒
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直
方
聾

学
校（
直
方
市
）　
０
９
４
９-

２
６-

５
３
５
１
へ
 

     　
勤
務
経
歴
書
作
成
や
面
接
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

て
求
職
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
２
月
17
日（
火
）・
18
日

（
水
）午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
ほ
ー
る
（
水

巻
町
）
 

対
　
象
　
妊
娠
や
出
産
、
育
児
ま

た
は
介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人
 

募
集
人
数
　
30
人（
無
料
託
児
有
）
 

受
講
料
　
無
料
（
要
テ
キ
ス
ト
代

千
二
百
円
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
北
九
州
市
労
働
福
祉
事
務
所
 

　
５
７
１-

６
４
４
０
へ
 

     　
企
業
の
人
事
担
当
者
と
障
害
の

あ
る
人
が
直
接
面
接
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
 

と
　
き
　
２
月
19
日（
木
）午
後
１

時
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル（
福
岡
市
博
多
区
）
 

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

は
た
　
６
２
２-

５
５
６
６
へ
 

     【
大
会
】
 

と
　
き
　
２
月
29
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

【
申
し
込
み
】
 

　
２
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
教
育

委
員
会
、
中
央
・
東
部
・
西
部
公

民
館
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
、
い
こ
い

の
里
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
て

提
出
。
一
人
１
チ
ー
ム
し
か
申
し

込
め
ま
せ
ん
。
 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
か
在
勤
者

で
18
歳
以
上
の
一
般
社
会
人
 

チ
ー
ム
構
成
　
　
オ
ー
ル
レ
デ
ィ

ー
ス
の
部
＝
女
性
４
人
　
ミ
ッ
ク

ス
の
部
＝
男
性
２
人
以
内
と
女
性

の
混
合
 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
＝
二
千
円
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟（
�
野
） 
２
８

２-

７
７
４
０
へ
 

     と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

◎
ト
レ
ジ
ャ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
（
ア

ニ
メ
）
 

と
 
き
　
２
月
８
日（
日
）　
午
前

10
時
　
午
後
２
時
　
午
後
６
時
 

入
場
料
　
○
一
般
千
円
○
学
生
八

百
円
※
当
日
は
二
百
円
増
○
シ
ニ

ア
・
障
害
者
千
円（
当
日
券
だ
け
）
 

◎
壬
生
義
士
伝
／
燃
え
よ
剣
（
2

本
立
） 

と
　
き
　
2
月
14
日（
土
）○
壬
生

義
士
伝
＝
午
前
10
時
・
午
後
２
時

30
分
・
午
後
６
時
40
分
○
燃
え
よ

剣
＝
午
後
０
時
30
分
・
午
後
５
時
 

入
場
料
　
○
一
般
＝
千
円
（
当
日

千
二
百
円
）○
学
生
＝
八
百
円（
当

日
八
百
円
）
○
シ
ニ
ア
・
障
害
者

＝
九
百
円（
当
日
千
円
）○
中
学
生

以
下
＝
無
料
 

 ◎「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
〜
お
雛
様
〜
」
 

と
　
き
　
２
月
10
日（
火
）午
前
10

時
か
ら
午
後
０
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
２
０
１
＋

２
０
２
会
議
室
 

受
講
料
　
千
円
 

教
材
費
　
○
短
冊
＝
千
五
十
円
○

屏
風
＝
千
八
百
九
十
円
 

締
め
切
り
　
２
月
３
日（
火
） 

◎
本
格
的
パ
テ
ィ
シ
エ
の
洋
菓
子

レ
ッ
ス
ン
〜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
〜
 

と
　
き
　
２
月
11
日（
水
）午
後
６

時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

受
講
料
　
千
円
 

教
材
費
　
千
二
百
円
 

締
め
切
り
　
2
月
3
日（
火
） 

※
持
っ
て
く
る
も
の
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

    

学童保育所
の入所説明会

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

相
　
　
　
談 

岡垣町学童体育連合会 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
k
u
o
k
a
.jp



広報おかがき　平成16年１月25日号 広報おかがき　平成16年１月25日号 ����

如月のもよおし・おしらせ 如月のもよおし・おしらせ 
きさらぎ 

響　　灘 

駐車場 

ボランティア 
植樹会場 

自転車道 

会場入口 国道495号線 

波津 

遠賀病院 

出口 汐入川 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
 

登
録
受
付

登
録
受
付
 

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
 

登
録
受
付
 

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？
 

春
ま
つ
り
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
ひ
よ
っ
こ
」

「
ひ
よ
っ
こ
」 

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
ひ
よ
っ
こ
」 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
 

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り
 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
 

　
　
　
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り
 

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員
 

岡
垣
国
際
交
流
協
会
事
務
職
員
 

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

平
成
平
成
16
年
度
年
度
県
立
直
方
聾
学
校

県
立
直
方
聾
学
校
 

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者
 

平
成
16
年
度
県
立
直
方
聾
学
校
 

　
　
　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者
 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

臨
時
職
員

臨
時
職
員
 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

臨
時
職
員
 

お
し
ら
せ 

催
　
　
　
し 

募
集
・
試
験 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

岡
垣
町

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
 

プ
ン
プ
ン
大
会
大
会
　
出
場
チ
ー
ム
募
集

出
場
チ
ー
ム
募
集
 

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
 

プ
ン
大
会
　
出
場
チ
ー
ム
募
集
 

岡垣 

問
　
２
８
２-

１
５
１
５
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー
 

 

ス
ポ
ー
ツ 

文
化
講
座
　
受
講
生
募
集
 

　岡垣町のシンボルである白砂青松の三里

松原で、ボランティア参加の松苗植樹に参

加しませんか？みなさんの手で三里松原を

守り育てましょう。 

と　き　２月15日（日）午前10時から正午 

　　　　※小雨決行 

ところ　三里松原内吉木浜 

※ボランティア植樹カードがある人はお持

　ちください。 

問い合わせ　農林水産課へ 

 

みんなで三里松原を守ろうよ！ 
                     　

必
要
書
類
は
下
水
道
課
で
配
布

し
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
２
月
２
日（
月
）か
ら

10
日（
火
） 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
福
岡
県
が
決
定
し
よ
う
と
す
る

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
 

【
都
市
計
画
の
種
類
】
 

　
岡
垣
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方

針
の
決
定（
福
岡
県
決
定
）
 

【
案
の
縦
覧
】
 

と
　
き
　
2
月
9
日（
月
）か
ら
23

日（
月
） 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
建
築
都
市
部
都

市
計
画
課
・
岡
垣
町
役
場
建
設
課
 

【
意
見
書
の
提
出
】
 

・
当
該
都
市
計
画
に
係
る
地
域
の

住
民
や
利
害
関
係
者
は
当
該
都
市

計
画
案
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

・
意
見
書
は
、
2
月
23
日（
必
着
）

ま
で
に
福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市

計
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
の
書
式
は
任
意
で
す
が
、

書
式
例
は
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。
 

・
提
出
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
、

当
該
都
市
計
画
案
が
福
岡
県
都
市

計
画
審
議
会
に
付
議
さ
れ
る
と
き

に
、
併
せ
て
提
出
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
　
０
９
２-

６
５
１-

１
１
１
１
へ
 

      　
岡
垣
町
に
こ
だ
わ
ろ
う
を
テ
ー

マ
に
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
色
々
な

催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
２
月
11
日（
水
）午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

対
　
象
　
乳
幼
児
や
小
学
生
、
保

護
者
 

入
場
料
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
木
村
）　
２
８
２-

９

８
１
９
へ
 

     　
春
ま
つ
り
で
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。
 

対
　
象
　
町
内
の
バ
ン
ド
・
歌
唱
・

踊
り
な
ど
の
団
体（
個
人
可
）
 

申
込
期
間
　
１
月
26
日（
月
）か
ら

２
月
13
日（
金
） 

申
し
込
み
　
地
域
づ
く
り
課
窓
口

（
電
話
･
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
）
 

【
第
6
回
春
ま
つ
り
】
 

と
　
き
　
４
月
３
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
※
雨
天
時
４
日

（
日
） 

と
こ
ろ
　
成
田
山
不
動
寺
境
内
地
 

問
い
合
わ
せ
　
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
）へ
 

   　
月
３
回
木
曜
日
に
中
央
公
民
館

で
親
子
体
操
、
読
み
聞
か
せ
、
ゲ

ー
ム
、
公
園
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
額
五
百
円
で
す
。
 

【
見
学
会
】
 

と
　
き
　
２
月
26
日（
木
）午
前
10
時
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
２
月
19
日（
木
）ま

で
に
坂
田
　
２
８
２-

１
９
７
５

へ
 

   対
　
象
　
英
会
話
と
パ
ソ
コ
ン
が

で
き
る
人
 

人
　
数
　
１
人
 

勤
務
内
容
　
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
6
時
 

雇
用
期
間
　
３
月
１
日
か
ら
８
月

31
日（
更
新
あ
り
）
 

面
接
試
験
　
２
月
７
日（
土
）午
前

10
時
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２
月

３
日（
火
）必
着
で
履
歴
書
を
持
参

か
郵
送
で
〒
8
1
1-

4
2
1
1

岡
垣
町
吉
木
1
0
7
2-

1
　
岡

垣
国
際
交
流
協
会
　
２
８
２-

０

５
４
９
へ
 

   職
 
種
　
　
一
般
事
務
 
１
人
 

　
福
祉
バ
ス
運
転
手
　
１
人
 

資
　
格
　
　
　
共
通
＝
○
土
、
日

曜
日
、
祝
日
に
勤
務
で
き
る
人
 

　
＝
○
高
卒
以
上（
高
卒
見
込
可
）

○
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
○
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
○

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

が
で
き
る
人
 

　
＝
○
町
内
在
住
者
○
60
歳
未
満

の
人
○
要
大
型
自
動
車
第
一
種
運

転
免
許
ま
た
は
第
二
種
運
転
免
許
 

勤
務
内
容
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時（
変
則
勤
務
）で
週
休
２

日
制
 

待
　
遇
　
各
種
保
険
完
備
、
賞
与

有
り
 

申
し
込
み
　
２
月
20
日（
金
）ま
で

に（
郵
送
可
、
必
着
）履
歴
書
、
運

転
免
許
証
の
写
し
を
提
出
 
 
 
 
 

試
　
験
　
３
月
14
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
い
こ
い
の
里
で
面
接
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

   　
幼
稚
園
と
同
じ
教
育
内
容
に
加

え
、
言
語
指
導
と
聴
覚
活
用
の
た

め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

対
　
象
　
聴
覚
障
害
の
た
め
聞
こ

え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困
っ
て
い

と　き　2月14日（土） 

　　　　午後7時から8時30分 

ところ　いこいの里 

対　象　平成16年度から新規入所

　　　　する児童の保護者 

問い合わせ　  

海老津学童　�282-3855 
吉木学童　　�282-0173 
山田学童　　�283-4032 
内浦学童　　�090-9599-1915 
戸切学童　　�283-2429         
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
12
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
早
川
　
末
子
　
様
（
高
倉
）
 

故
　
早
川
　
達
生
　
様
　
65
歳
 

○
　
田
中
　
文
雄
　
様
（
百
合
丘
）
 

故
　
田
中
　
イ
ツ
　
様
　
94
歳
 

○
　
占
部
　
筆
子
　
様
（
原
）
 

故
　
占
部
　
三
之
　
様
　
86
歳
 

○
　
市
津
　
広
海
　
様
（
原
）
 

故
　
市
津
　
輝
雄
　
様
　
78
歳
 

 

○
　
柴
田
　
弘
江
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
柴
田
重
太
郎
　
様
　
92
歳
 

○
　
　
井
キ
ク
ヨ
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
　
井
　
清
一
　
様
　
95
歳
 

○
　
甲
斐
喜
美
子
　
様
（
高
塚
）
 

故
　
甲
斐
　
福
義
　
様
　
78
歳
 

○
　
松
本
　
裕
次
　
様
（
新
海
老
津

）
 

故
　
松
本
　
國
敏
　
様
　
67
歳
 

○
　
木
野
　
志
成
　
様
（
東
山
田
）
 

故
　
木
野
ヒ
ト
ヱ
　
様
　
95
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
　
田
中
　
文
雄
　
様
 

○
　
市
津
　
広
海
　
様
 

○
　
木
野
　
志
成
　
様
 

  

る
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
３
･

４
･
５
歳
の
幼
児
 

募
集
期
間
　
１
月
26
日（
月
）か
ら

２
月
６
日（
金
） 

※
小
・
中
学
部
も
児
童
･
生
徒
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直
方
聾

学
校（
直
方
市
）　
０
９
４
９-

２
６-

５
３
５
１
へ
 

     　
勤
務
経
歴
書
作
成
や
面
接
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

て
求
職
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
２
月
17
日（
火
）・
18
日

（
水
）午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
ほ
ー
る
（
水

巻
町
）
 

対
　
象
　
妊
娠
や
出
産
、
育
児
ま

た
は
介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人
 

募
集
人
数
　
30
人（
無
料
託
児
有
）
 

受
講
料
　
無
料
（
要
テ
キ
ス
ト
代

千
二
百
円
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
北
九
州
市
労
働
福
祉
事
務
所
 

　
５
７
１-

６
４
４
０
へ
 

     　
企
業
の
人
事
担
当
者
と
障
害
の

あ
る
人
が
直
接
面
接
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
 

と
　
き
　
２
月
19
日（
木
）午
後
１

時
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル（
福
岡
市
博
多
区
）
 

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

は
た
　
６
２
２-

５
５
６
６
へ
 

     【
大
会
】
 

と
　
き
　
２
月
29
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

【
申
し
込
み
】
 

　
２
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
教
育

委
員
会
、
中
央
・
東
部
・
西
部
公

民
館
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
、
い
こ
い

の
里
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
て

提
出
。
一
人
１
チ
ー
ム
し
か
申
し

込
め
ま
せ
ん
。
 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
か
在
勤
者

で
18
歳
以
上
の
一
般
社
会
人
 

チ
ー
ム
構
成
　
　
オ
ー
ル
レ
デ
ィ

ー
ス
の
部
＝
女
性
４
人
　
ミ
ッ
ク

ス
の
部
＝
男
性
２
人
以
内
と
女
性

の
混
合
 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
＝
二
千
円
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟（
�
野
） 
２
８

２-
７
７
４
０
へ
 

     と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

◎
ト
レ
ジ
ャ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
（
ア

ニ
メ
）
 

と
 
き
　
２
月
８
日（
日
）　
午
前

10
時
　
午
後
２
時
　
午
後
６
時
 

入
場
料
　
○
一
般
千
円
○
学
生
八

百
円
※
当
日
は
二
百
円
増
○
シ
ニ

ア
・
障
害
者
千
円（
当
日
券
だ
け
）
 

◎
壬
生
義
士
伝
／
燃
え
よ
剣
（
2

本
立
） 

と
　
き
　
2
月
14
日（
土
）○
壬
生

義
士
伝
＝
午
前
10
時
・
午
後
２
時

30
分
・
午
後
６
時
40
分
○
燃
え
よ

剣
＝
午
後
０
時
30
分
・
午
後
５
時
 

入
場
料
　
○
一
般
＝
千
円
（
当
日

千
二
百
円
）○
学
生
＝
八
百
円（
当

日
八
百
円
）
○
シ
ニ
ア
・
障
害
者

＝
九
百
円（
当
日
千
円
）○
中
学
生

以
下
＝
無
料
 

 ◎「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
〜
お
雛
様
〜
」
 

と
　
き
　
２
月
10
日（
火
）午
前
10

時
か
ら
午
後
０
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
２
０
１
＋

２
０
２
会
議
室
 

受
講
料
　
千
円
 

教
材
費
　
○
短
冊
＝
千
五
十
円
○

屏
風
＝
千
八
百
九
十
円
 

締
め
切
り
　
２
月
３
日（
火
） 

◎
本
格
的
パ
テ
ィ
シ
エ
の
洋
菓
子

レ
ッ
ス
ン
〜
バ
レ
ン
タ
イ
ン
〜
 

と
　
き
　
２
月
11
日（
水
）午
後
６

時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

受
講
料
　
千
円
 

教
材
費
　
千
二
百
円
 

締
め
切
り
　
2
月
3
日（
火
） 

※
持
っ
て
く
る
も
の
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

    

学童保育所
の入所説明会

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

相
　
　
　
談 

岡垣町学童体育連合会 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
k
u
o
k
a
.jp
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第138回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

　ブロッコリーのポタージュ 
　ブラウンパウンドケーキ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ブロッコリーは柔らかくゆでて細

　かくきざむ。 

２　玉ネギとジャガイモは薄切りにし

　て鍋に入れ、Aを加えてやわらかく煮、

　万能こし器でつぶして鍋に戻す。 

３　１を加えて煮立て、Ｃを加え混ぜ

　てひと煮立ちさせる。 

《②の作り方》 
下準備…オーブンを180℃に温めておく。

ピーナッツを粗く刻んでおく。ケーキ

型にオーブンシートを敷いておく。 

１　室温で柔らかくしたバターと砂糖

　を泡立て器ですり混ぜ、卵とはちみ

　つも加え混ぜる。 

２　Aを1にふるい入れ、へらでさっく

　りと混ぜながら、ピーナッツも加える。 

３　型に2を流し込み、表面をくぼませ、

　温めておいたオーブンで40分焼いて、

　粗熱をとる。 

４　3の上から、きな粉と粉砂糖を茶

　こしでふるいかける。 

○ブロッコリー160　○玉ネギ120　
○ジャガイモ120　○A＝水530cc・固
形ブイヨン2分の1個・塩少量・コショ

ウ少量○B＝スキムミルク大8（56　）・
水90cc 

○バター100　○砂糖70　○卵1個○
はちみつ大1○A＝薄力粉100　・ベー
キングパウダー小1・きな粉30　○ピ
ーナッツ30　○きな粉・粉砂糖各適量 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー91　　  脂肪0.3　 
タンパク質6.6　     塩0.9　 
カルシウム154　　 

エネルギー150　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

毎
日
の
心
が
け
が
予
防
の
第
一
歩 

　
こ
れ
は
、
２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
の
標

語
で
す
。 

　
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」「
適
度
な
運
動
」「
十
分
な
休
養
」
と
い
っ

た
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
、
積
み
重
ね
る
こ
と
が
予
防
の
第

一
と
い
う
こ
と
で
す
。 

生
活
習
慣
病
の
時
代 

　
現
代
は
生
活
習
慣
病
の
時
代
で
す
。

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
ガ
ン
、
次

に
心
臓
病
、
脳
卒
中
と
続
き
ま
す
。
い

ず
れ
も
生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習
慣

病
に
は
こ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
重
大
な
病
気
が

含
ま
れ
ま
す
。
昔
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
成

人
病
と
い
わ
れ
て
い
た
病
気
の
大
き
な

原
因
が
、
長
い
間
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
生
活

習
慣
病
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
原
因
に
は
、
体
質
的
な

も
の
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生
活

習
慣
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
す

れ
ば
生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と 

　
体
質
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で

す
か
ら
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

生
活
習
慣
は
発
想
の
転
換
や
工
夫
で
、

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
す
れ

ば
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

様
化
し
た
社
会
環
境
の
な
か
で
は
、
よ

い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
平
成
13 
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査

「
岡
垣
町
の
子
ど
も
の
生
活
と
意
識
の

実
態
」
で
は
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣
に

関
し
て
次
の
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
寝
る
時
間
が
遅
く
な

り
、
睡
眠
時
間
も
短
く
な
っ
て
い
る
。 

・
夕
食
を
１
人
で
食
べ
る
子
が
小
学
生

で
は
１
か
ら
２
　
、
中
学
生
で
は
６
か

ら
10
　
。
食
べ
る
と
い
う
習
慣
が
変
化

し
て
き
て
い
る
。 

・
よ
く
遊
ぶ
と
こ
ろ
は
家
の
中
。
家
の

な
か
で
テ
レ
ビ
を
み
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
家
の
外

で
遊
ぶ
こ
と
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。 

８
つ
の
健
康
習
慣
を
意
識
し
て
み
る 

　
あ
る
研
究
で
は
、
健
康
の
た
め
の
８

つ
の
健
康
習
慣（
図
参
照
）を
な
る
べ
く

多
く
守
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
健
康
で
元
気

に
長
生
き
で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
す
べ
て
基
本
的
な
習
慣
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
度
悪
い
習
慣
が
身
に
付

け
ば
変
え
る
の
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、

意
識
し
て
心
が
け
る
こ
と
が
生
活
習
慣

病
予
防
の
第
一
歩
な
の
で
す
。 

よい食生活をすすめるためのグループ講習会 
～食物繊維をたっぷりとろう！～ 

　
健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
　
洋
子 

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
 

1

１
日
平
均
７
〜
８
時
間
は
 

眠
っ
て
い
る
。 

2

栄
養
摂
取
バ
ラ
ン
ス
を
 

考
え
て
食
事
を
し
て
い
る
。 

3

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。 

4

運
動
や
定
期
的
な
ス
ポ
ー
 

ツ
を
し
て
い
る
。 

5

１
日
、そ
ん
な
に
多
量
の
 

お
酒
は
飲
ん
で
い
な
い
。 

日
本
酒
１
合
以
下
、ビ
ー
 

ル
大
び
ん
１
本
以
下
。 

6

労
働
時
間
は
１
日
９
時
間
 

以
内
に
と
ど
め
て
い
る
。 

7

自
覚
的
な
ス
ト
レ
ス
は
 

そ
ん
な
に
多
く
な
い
。 

8

　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先／〒811-4233 
　　　　岡垣町野間1丁目1番1号 
　　　　岡垣町役場地域づくり課 
　　　　広報「どくしゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

　11月18日に、久留米市で県知事および県老連会長授賞式が行われま

した。高齢者の福祉を増進するため、長年献身的活動を続け、地域社

会に寄与した功績により、次のみなさんが受賞しました。受賞者のみ

なさんは、栄誉に感動し、今後も一層がんばる決意をしました。 

 

県知事・県老連会長表彰受賞 

緑ケ丘区のもちつき大会 

【写真は緑ケ丘区長、原稿は小学６年生小田崇弘くんの提供】 

　12月13日に緑ケ

丘区のもちつき大

会がありました。

朝早くから地域の

人が集って、かま

どもでき、たくさ

んのもち米がきれ

いに洗って用意さ

れました。もち米

をふかし、地域の

人と子どもたちが

一緒になってもちをつきました。丸もち、あんこもち、きな粉もち、

おろしもち、しょう油もちが次々にできあがり、おなかいっぱい食べ

ました。この行事で地域の人とのふれあいの輪が広がり、暖かい心を

感じました。 

一人暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんにも 
おもちを配って喜んでもらいました 
一人暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんにも 
おもちを配って喜んでもらいました 

県知事表彰　 百合野寿会　 上高倉寿会 

　刀根敏男　 萬壽三次　 仲道　固　 増田博子　 中村よし　 溝田保子 

県老連会長表彰 

　伊藤　譲　 眞田房子　 衛藤　堅　 高野　剛　 児島積子 

ど 

く 

し 

の 
や 

私
書
箱
 

短
　
　
歌 

川
　
　
柳 

俳
　
　
句 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
作
品 

洞
窟
は
謎
秘
め
し
ま
ま
山
眠
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
　
博
之 

堂
山
を
め
ぐ
る
岩
場
の
石
蓴
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
田
　
捷
子 

公
園
の
泣
き
声
ふ
た
つ
冬
ぬ
く
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
内
ヨ
シ
子 

一
病
と
共
に
入
り
た
る
柚
子
湯
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
城
い
つ
み 

木
綿
俳
句
会 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

牧
草
を
ロ
ー
ル
に
巻
き
て
冬
支
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
苅
　
文
枝 

喜
寿
と
い
ふ
祝
い
の
布
団
貰
ひ
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
静
子 

凍
つ
る
夜
の
庇
を
叩
く
音
の
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
久
美
子 

揚
げ
舟
に
覆
ひ
か
ぶ
せ
て
布
団
干
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和
恵
美
子 

  

凍
星
や
風
の
声
棲
む
竹
林 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
田
鶴
子 

ふ
る
さ
と
の
雲
の
居
す
わ
る
大
枯
野 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
き
よ
子 

朽
ち
て
な
ほ
狛
犬
の
眼
の
寒
々
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
き
よ
み 

足
ど
り
を
た
し
か
め
歩
く
去
年
今
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
き
く
え 

ま
だ
生
き
て
身
近
に
鳴
け
る
蟋
蟀
よ 

　
　
明
日
は
こ
の
草
に
死
ぬ
か
と
思
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
京
子
 

澄
み
わ
た
る
初
冬
の
空
に
昼
月
の 

　
　
　
淡
く
残
り
て
は
か
な
く
見
ゆ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
光
代 

一
線
に
白
波
寄
す
る
波
津
の
海
を 

　
　
　
　
一
人
眺
め
て
し
ば
し
安
ら
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
文
子 

珍
し
く
小
春
日
和
の
続
く
日
々 

　
　
　
師
走
の
こ
と
も
し
ば
し
忘
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
丸
　
　
勇 

  

五
木
村
三
分
間
に
対
向
車
八
台
と
書
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
タ
リ
賞
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
田
ユ
キ
エ 

戦
争
を
知
ら
ず
生
れ
し
隊
員
が 

　
　
　
　
妻
や
我
が
子
に
思
い
残
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
敏
夫
 

   

 

孫
と
娘
が
食
費
浮
か
し
に
来
る
夕
餉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
福
夫 

パ
ソ
コ
ン
と
娘
に
頼
る
年
賀
状 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
健
生 

受
付
は
社
の
顔
だ
よ
と
又
訓
示 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
圏
治 

欠
席
の
理
由
に
姪
を
嫁
が
せ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
熊
雄 

（敬称略・順不同） 
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ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

　ブロッコリーのポタージュ 
　ブラウンパウンドケーキ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ブロッコリーは柔らかくゆでて細

　かくきざむ。 

２　玉ネギとジャガイモは薄切りにし

　て鍋に入れ、Aを加えてやわらかく煮、

　万能こし器でつぶして鍋に戻す。 

３　１を加えて煮立て、Ｃを加え混ぜ

　てひと煮立ちさせる。 

《②の作り方》 
下準備…オーブンを180℃に温めておく。

ピーナッツを粗く刻んでおく。ケーキ

型にオーブンシートを敷いておく。 

１　室温で柔らかくしたバターと砂糖

　を泡立て器ですり混ぜ、卵とはちみ

　つも加え混ぜる。 

２　Aを1にふるい入れ、へらでさっく

　りと混ぜながら、ピーナッツも加える。 

３　型に2を流し込み、表面をくぼませ、

　温めておいたオーブンで40分焼いて、

　粗熱をとる。 

４　3の上から、きな粉と粉砂糖を茶

　こしでふるいかける。 

○ブロッコリー160　○玉ネギ120　
○ジャガイモ120　○A＝水530cc・固
形ブイヨン2分の1個・塩少量・コショ

ウ少量○B＝スキムミルク大8（56　）・
水90cc 

○バター100　○砂糖70　○卵1個○
はちみつ大1○A＝薄力粉100　・ベー
キングパウダー小1・きな粉30　○ピ
ーナッツ30　○きな粉・粉砂糖各適量 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー91　　  脂肪0.3　 
タンパク質6.6　     塩0.9　 
カルシウム154　　 

エネルギー150　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

毎
日
の
心
が
け
が
予
防
の
第
一
歩 

　
こ
れ
は
、
２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
の
標

語
で
す
。 

　
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」「
適
度
な
運
動
」「
十
分
な
休
養
」
と
い
っ

た
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
、
積
み
重
ね
る
こ
と
が
予
防
の
第

一
と
い
う
こ
と
で
す
。 

生
活
習
慣
病
の
時
代 

　
現
代
は
生
活
習
慣
病
の
時
代
で
す
。

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
ガ
ン
、
次

に
心
臓
病
、
脳
卒
中
と
続
き
ま
す
。
い

ず
れ
も
生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習
慣

病
に
は
こ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
重
大
な
病
気
が

含
ま
れ
ま
す
。
昔
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
成

人
病
と
い
わ
れ
て
い
た
病
気
の
大
き
な

原
因
が
、
長
い
間
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
生
活

習
慣
病
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
原
因
に
は
、
体
質
的
な

も
の
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生
活

習
慣
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
す

れ
ば
生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と 

　
体
質
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で

す
か
ら
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

生
活
習
慣
は
発
想
の
転
換
や
工
夫
で
、

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
す
れ

ば
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

様
化
し
た
社
会
環
境
の
な
か
で
は
、
よ

い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
平
成
13 
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査

「
岡
垣
町
の
子
ど
も
の
生
活
と
意
識
の

実
態
」
で
は
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣
に

関
し
て
次
の
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
寝
る
時
間
が
遅
く
な

り
、
睡
眠
時
間
も
短
く
な
っ
て
い
る
。 

・
夕
食
を
１
人
で
食
べ
る
子
が
小
学
生

で
は
１
か
ら
２
　
、
中
学
生
で
は
６
か

ら
10
　
。
食
べ
る
と
い
う
習
慣
が
変
化

し
て
き
て
い
る
。 

・
よ
く
遊
ぶ
と
こ
ろ
は
家
の
中
。
家
の

な
か
で
テ
レ
ビ
を
み
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
家
の
外

で
遊
ぶ
こ
と
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。 

８
つ
の
健
康
習
慣
を
意
識
し
て
み
る 

　
あ
る
研
究
で
は
、
健
康
の
た
め
の
８

つ
の
健
康
習
慣（
図
参
照
）を
な
る
べ
く

多
く
守
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
健
康
で
元
気

に
長
生
き
で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
す
べ
て
基
本
的
な
習
慣
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
度
悪
い
習
慣
が
身
に
付

け
ば
変
え
る
の
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、

意
識
し
て
心
が
け
る
こ
と
が
生
活
習
慣

病
予
防
の
第
一
歩
な
の
で
す
。 

よい食生活をすすめるためのグループ講習会 
～食物繊維をたっぷりとろう！～ 

　
健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
　
洋
子 

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
 

1

１
日
平
均
７
〜
８
時
間
は
 

眠
っ
て
い
る
。 

2

栄
養
摂
取
バ
ラ
ン
ス
を
 

考
え
て
食
事
を
し
て
い
る
。 

3

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。 

4

運
動
や
定
期
的
な
ス
ポ
ー
 

ツ
を
し
て
い
る
。 

5

１
日
、そ
ん
な
に
多
量
の
 

お
酒
は
飲
ん
で
い
な
い
。 

日
本
酒
１
合
以
下
、ビ
ー
 

ル
大
び
ん
１
本
以
下
。 

6

労
働
時
間
は
１
日
９
時
間
 

以
内
に
と
ど
め
て
い
る
。 

7

自
覚
的
な
ス
ト
レ
ス
は
 

そ
ん
な
に
多
く
な
い
。 

8

　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先／〒811-4233 
　　　　岡垣町野間1丁目1番1号 
　　　　岡垣町役場地域づくり課 
　　　　広報「どくしゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

　11月18日に、久留米市で県知事および県老連会長授賞式が行われま

した。高齢者の福祉を増進するため、長年献身的活動を続け、地域社

会に寄与した功績により、次のみなさんが受賞しました。受賞者のみ

なさんは、栄誉に感動し、今後も一層がんばる決意をしました。 

 

県知事・県老連会長表彰受賞 

緑ケ丘区のもちつき大会 

【写真は緑ケ丘区長、原稿は小学６年生小田崇弘くんの提供】 

　12月13日に緑ケ

丘区のもちつき大

会がありました。

朝早くから地域の

人が集って、かま

どもでき、たくさ

んのもち米がきれ

いに洗って用意さ

れました。もち米

をふかし、地域の

人と子どもたちが

一緒になってもちをつきました。丸もち、あんこもち、きな粉もち、

おろしもち、しょう油もちが次々にできあがり、おなかいっぱい食べ

ました。この行事で地域の人とのふれあいの輪が広がり、暖かい心を

感じました。 

一人暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんにも 
おもちを配って喜んでもらいました 
一人暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんにも 
おもちを配って喜んでもらいました 

県知事表彰　 百合野寿会　 上高倉寿会 

　刀根敏男　 萬壽三次　 仲道　固　 増田博子　 中村よし　 溝田保子 

県老連会長表彰 

　伊藤　譲　 眞田房子　 衛藤　堅　 高野　剛　 児島積子 

ど 

く 

し 

の 
や 

私
書
箱
 

短
　
　
歌 

川
　
　
柳 

俳
　
　
句 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
作
品 

洞
窟
は
謎
秘
め
し
ま
ま
山
眠
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
　
博
之 

堂
山
を
め
ぐ
る
岩
場
の
石
蓴
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
田
　
捷
子 

公
園
の
泣
き
声
ふ
た
つ
冬
ぬ
く
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
内
ヨ
シ
子 

一
病
と
共
に
入
り
た
る
柚
子
湯
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
城
い
つ
み 

木
綿
俳
句
会 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

牧
草
を
ロ
ー
ル
に
巻
き
て
冬
支
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
苅
　
文
枝 

喜
寿
と
い
ふ
祝
い
の
布
団
貰
ひ
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
静
子 

凍
つ
る
夜
の
庇
を
叩
く
音
の
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
久
美
子 

揚
げ
舟
に
覆
ひ
か
ぶ
せ
て
布
団
干
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和
恵
美
子 

  

凍
星
や
風
の
声
棲
む
竹
林 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
田
鶴
子 

ふ
る
さ
と
の
雲
の
居
す
わ
る
大
枯
野 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
き
よ
子 

朽
ち
て
な
ほ
狛
犬
の
眼
の
寒
々
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
き
よ
み 

足
ど
り
を
た
し
か
め
歩
く
去
年
今
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
き
く
え 

ま
だ
生
き
て
身
近
に
鳴
け
る
蟋
蟀
よ 

　
　
明
日
は
こ
の
草
に
死
ぬ
か
と
思
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
京
子
 

澄
み
わ
た
る
初
冬
の
空
に
昼
月
の 

　
　
　
淡
く
残
り
て
は
か
な
く
見
ゆ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
光
代 

一
線
に
白
波
寄
す
る
波
津
の
海
を 

　
　
　
　
一
人
眺
め
て
し
ば
し
安
ら
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
文
子 

珍
し
く
小
春
日
和
の
続
く
日
々 

　
　
　
師
走
の
こ
と
も
し
ば
し
忘
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
丸
　
　
勇 

  

五
木
村
三
分
間
に
対
向
車
八
台
と
書
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
タ
リ
賞
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
田
ユ
キ
エ 

戦
争
を
知
ら
ず
生
れ
し
隊
員
が 

　
　
　
　
妻
や
我
が
子
に
思
い
残
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
敏
夫
 

   

 

孫
と
娘
が
食
費
浮
か
し
に
来
る
夕
餉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
福
夫 

パ
ソ
コ
ン
と
娘
に
頼
る
年
賀
状 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
健
生 

受
付
は
社
の
顔
だ
よ
と
又
訓
示 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
圏
治 

欠
席
の
理
由
に
姪
を
嫁
が
せ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
熊
雄 

（敬称略・順不同） 



広報おかがき　平成16年１月25日号 広報おかがき　平成16年１月25日号 ����

2月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の土日祝日を除く2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

水 

木 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

２
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 1234567891011121314151617181920212223242526272829

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

波
津
、
西
黒
山
 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原
、
海
老
津 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 
波
津
、
原
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、 

野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、 

新
海
老
津
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（火） 

４ 
（水） 

１ 
（日） 

２ 
（月） 

５ 
（木） 

６ 
（金） 

７ 
（土） 

８ 
（日） 

９ 
（月） 

10 
（火） 

11 
（水） 

12 
（木） 

13 
（金） 

15 
（日） 

16 
（月） 

17 
（火） 

18 
（水） 

19 
（木） 

20 
（金） 

21 
（土） 

22 
（日） 

23 
（月） 

24 
（火） 

25 
（水） 

26 
（木） 

27 
（金） 

28 
（土） 

29 
（日） 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30 

 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30  

第
9
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
役
場
）14 
‥ 
00
〜 

祝
・
建
国
記
念
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。12
日
に
収
集
し
ま
す
。》 

13
日（
金
）い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
本
田
由
記
・
輿
水
卓
也
・
川
上
き
よ
子（
エ
レ
ク
ト
ー 

ン
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
歌
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー
２
本
立（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
　
壬
生
義
士
伝
10 
‥ 
00
・
14 
‥ 
30
・
18 
‥ 
40
　
　
燃
え
よ
剣
12 
‥ 
30
・
17 
‥ 
00 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
平
成
15
年
度
各
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議（
町
民
武
道
館
）
19 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
30  

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
翠
星
会
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
教
室（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
会
員
交
流
大
会（
町
民
体
育
館
）９ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00  

少
年
軟
式
野
球
連
・
第
25
回
少
年
少
女
駅
伝
大
会（
遠
賀
町
総
合
運
動
公
園
）
９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00  

 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

健
康
相
談･

栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

家
庭
教
育
講
演
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
40 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
節
分
大
祭
」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー「
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
　
10 
‥ 
00
　
14 
‥ 
00
　
18 
‥ 
00 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
・
教
育
長
杯（
町
民
体
育
館
）９ 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

男
女
共
同
参
画
講
演
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

三
里
松
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹（
三
里
松
原
内
吉
木
浜
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
教
室（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

卓
球
連
盟
・
選
手
権
大
会（
町
民
体
育
館
）８ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30  

第
10
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る
）14 
‥ 
00
〜 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
タ
オ
ル
体
操
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
白
野
江
散
策（
門
司
）８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00  

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」 

（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
５
回
町
内
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
智
賀
流（
智
賀
聖
菊
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
海
蔵
寺
御
開
帳
と
湯
川
山
登
山（
湯
川
山
・
海
蔵
寺
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

環
境
問
題
講
演
会（
中
公
公
民
館
）19 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
30
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
菅
正
範
・
小
山
文
子
・
浜
里
千
鶴
・
浜
里
冬
香（
ピ
ア
ノ
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

劇
団
飛
行
船「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」　
10 
‥ 
30
　
13 
‥ 
30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………２月分 

○保育料…………………２月分 

○町営住宅家賃…………２月分 

○国民健康保険税………８期分 

　　　　　　　　　　　９期分３月１日 

○心配ごと相談 

　13日（金）いこいの里 

　20日（金）東部公民館 

　27日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　13日・27日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　13日（金）・27日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
２月上旬  
……『海老津駅開業記念展』  
２月下旬  
……『華三人展』 

税
金
で
　
町
を
良
く
す
る
　
主
役
は
あ
な
た
! !
　
磯
部
龍
太
郎
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（土） 

２月の行事予定 ２月の行事予定 

2/16～3/15　町県民税の申告・所得税の確定申告　役場３階大会議室・若松税務署　  



広報おかがき　平成16年１月25日号 広報おかがき　平成16年１月25日号 ����

2月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の土日祝日を除く2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

水 

木 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

２
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 1234567891011121314151617181920212223242526272829

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

波
津
、
西
黒
山
 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原
、
海
老
津 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
原
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、 

野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、 

新
海
老
津
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（火） 

４ 
（水） 

１ 
（日） 

２ 
（月） 

５ 
（木） 

６ 
（金） 

７ 
（土） 

８ 
（日） 

９ 
（月） 

10 
（火） 

11 
（水） 

12 
（木） 

13 
（金） 

15 
（日） 

16 
（月） 

17 
（火） 

18 
（水） 

19 
（木） 

20 
（金） 

21 
（土） 

22 
（日） 

23 
（月） 

24 
（火） 

25 
（水） 

26 
（木） 

27 
（金） 

28 
（土） 

29 
（日） 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30 

 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30  

第
9
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
芦
屋
町
役
場
）14 
‥ 
00
〜 

祝
・
建
国
記
念
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。12
日
に
収
集
し
ま
す
。》 

13
日（
金
）い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
本
田
由
記
・
輿
水
卓
也
・
川
上
き
よ
子（
エ
レ
ク
ト
ー 

ン
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
歌
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー
２
本
立（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
　
壬
生
義
士
伝
10 
‥ 
00
・
14 
‥ 
30
・
18 
‥ 
40
　
　
燃
え
よ
剣
12 
‥ 
30
・
17 
‥ 
00 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
平
成
15
年
度
各
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議（
町
民
武
道
館
）
19 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
30  

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
翠
星
会
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
教
室（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
会
員
交
流
大
会（
町
民
体
育
館
）９ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00  

少
年
軟
式
野
球
連
・
第
25
回
少
年
少
女
駅
伝
大
会（
遠
賀
町
総
合
運
動
公
園
）
９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00  

 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

健
康
相
談･

栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

家
庭
教
育
講
演
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
〜
15 
‥ 
40 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
節
分
大
祭
」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー「
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
　
10 
‥ 
00
　
14 
‥ 
00
　
18 
‥ 
00 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
・
教
育
長
杯（
町
民
体
育
館
）９ 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

男
女
共
同
参
画
講
演
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

三
里
松
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹（
三
里
松
原
内
吉
木
浜
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
教
室（
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

卓
球
連
盟
・
選
手
権
大
会（
町
民
体
育
館
）８ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30  

第
10
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー
る
）14 
‥ 
00
〜 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
タ
オ
ル
体
操
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
白
野
江
散
策（
門
司
）８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00  

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」 

（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
５
回
町
内
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
９ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
智
賀
流（
智
賀
聖
菊
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
海
蔵
寺
御
開
帳
と
湯
川
山
登
山（
湯
川
山
・
海
蔵
寺
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

環
境
問
題
講
演
会（
中
公
公
民
館
）19 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
30
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
菅
正
範
・
小
山
文
子
・
浜
里
千
鶴
・
浜
里
冬
香（
ピ
ア
ノ
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

劇
団
飛
行
船「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」　
10 
‥ 
30
　
13 
‥ 
30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
豊
丞
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………２月分 

○保育料…………………２月分 

○町営住宅家賃…………２月分 

○国民健康保険税………８期分 

　　　　　　　　　　　９期分３月１日 

○心配ごと相談 

　13日（金）いこいの里 

　20日（金）東部公民館 

　27日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　13日・27日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　13日（金）・27日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
２月上旬  
……『海老津駅開業記念展』  
２月下旬  
……『華三人展』 

税
金
で
　
町
を
良
く
す
る
　
主
役
は
あ
な
た
! !
　
磯
部
龍
太
郎
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（土） 

２月の行事予定 ２月の行事予定 

2/16～3/15　町県民税の申告・所得税の確定申告　役場３階大会議室・若松税務署　  
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平成16年 

新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

地
名
の
由
来
　
　

西
　
　
方 

編
集
 

後
記
 

　新年明けましておめでとうございます。正月の疲れが
最近ようやく癒されようとしている竹森です。今年もよ
ろしくお願いします。 
　初詣に行ったとき、おみくじを引きました。中吉でした。
仕事は下半期が吉、失物も年の後半にあると書いてあり
ました。一番理解できなかったのは恋愛。楽しむ程度な
ら吉、というのははたして吉なのでしょうか？分かりま
せん。 
　私は今年、年男・厄年です。親戚の家に挨拶に行って
帰ってくると、早速厄よけのお誘いのはがきが届いてい
ました。 厄よけするのもいいのですが、厄を受けても動
じない、強い男になる方が魅力的に感じるので、厄よけ
せずに頑張っていこうと思います。　　　　　　　(竹森) 

　あけましておめでとうございます。 
　新年最初の取材は、まちかどズームアップで紹介した、
山田小学校の子どもたちが公園にベンチを設置する様子
でした。 
　そこで子どもの感想を聴いた中に「この経験を活かして、
もっと地域のためになることを考え、実現させていきたい」
という答えがありました。 
　まるで、公務員試験の面接で志望動機を答えているよ
うで、私たちが子どものころより、しっかりしているな
と感心しました。 
　子どもの言葉から、自分が役場に入ってすぐのころを
思い出しました。まだまだ2年目ですが、初心を忘れず
にがんばろうと思った新年初取材となりました。　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（12月末） 

人口……31,456人（＋68） 

世帯数…11,291世帯（＋32） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち132人は外国人 

女性……　　16,567人（＋40） 

男性……　　14,889人（＋28） 

 
 
出生…14人　　 死亡…17人 
転入…152人　　転出…81人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　12月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

11月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

11月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 76件 
搬送人員　 66件 

出火件数　０件 
り災件数　０世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

29 14 173176

0 1 32

2 0 1311

36 18 217221

　
西
方
は
、
大
字
内
浦
の
小
字
で
、
集

落
の
西
端
、
湯
川
山
の
山
頂
付
近
に
所

在
す
る
。
語
源
を｢
村
の
西
の
方｣

と
す

れ
ば
一
件
落
着
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

発
音
を
重
視
し
て
考
察
す
れ
ば
、
歴
史

的
大
発
見
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。 

　
内
務
省
が
全
国
の
字
名
を
採
録
し
た

『
明
治
十
五
年
字
小
名
調
』
に｢

西
方｣
と

あ
り
、
サ
ヤ
カ
タ
と
発
音
す
る
こ
と
が

分
か
る
。『
遠
賀
郡
誌
』に｢

海
蔵
寺
川･･

水
源
大
字
内
浦
字
西
館
よ
り
発
し･･｣

ま
た
、
湯
川
山
の
項
に｢

小
館
山
と
も

い
う｣

と
あ
る
。
西
方
、
西
館
、
小
館

は
い
づ
れ
も
サ
ヤ
カ
タ
と
発
音
し
、
応

徳
三
年(

一
〇
八
六)

に
藤
原
通
俊
が
完

成
し
た
勅
撰
の
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
み

え
る
佐
屋
形
山
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
湯
川
山
を
サ
ヤ
カ
タ
と

呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
平
安
、
鎌
倉
期
に
サ
ヤ
カ
タ

山
を
詠
ん
だ
和
歌
を
三
首
紹
介
す
る
。 

『
後
拾
遺
和
歌
集
』 

筑
紫
よ
り
の
ぼ
り
け
る
道
に
さ
や
か
た

山
と
い
ふ
所
を
す
ぐ
と
て
よ
み
侍
り
け

る 右
大
辨
通
俊 

あ
な
し
吹
く
　
せ
と
の
汐
合
に
船
出
し

て
　
早
く
ぞ
過
ぐ
る
佐
屋
形
山
を
　 

『
夫
木
和
歌
抄
』 

中
務
卿
御
子
　 

夜
船
こ
ぐ
　
せ
と
の
し
ほ
ひ
を
よ
そ
に

み
て
　
月
に
そ
こ
ゆ
る
さ
や
か
た
の
山

第
三
の
み
子 

あ
な
し
吹
く
　
さ
や
か
た
や
ま
に
雲
き

え
て
　
月
影
た
ゝ
む
お
と
の
し
ら
な
み 

『
夫
木
和
歌
抄
』
は
、
勝
間
田
長
清
に
よ

る
私
撰
集
で
、
延
慶
三
年(
一
三
一
〇)

に
成
立
し
た
。
右
大
辨
通
俊
は
、
藤
原

通
俊
。
中
務
卿
御
子
は
氏
名
不
詳
。
第

三
の
み
子
は
、
高
倉
天
皇
の
第
三
皇
子
・

惟
明
親
王
で
あ
る
。 

　
福
岡
藩
の
高
名
な
儒
学
者
・
貝
原
益

軒
が
元
禄
十
六
年(

一
七
〇
三)

に
編
纂

し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
右
の
和
歌

三
首
を
示
し
て
佐
屋
形
山
を
考
察
し
て

い
る
の
で
示
す
。 

　
佐
屋
形
山
藻
鹽
草
等
の
書
に
此
國
に

在
由
記
せ
り
。
織
幡
の
神
社
有
山
を
小

屋
形
山
と
云
。
屋
形
に
よ
く
似
た
り
。

船
路
近
く
さ
し
出
た
る
山
な
れ
ば
、
後

拾
遺
の
詩
書
に
も
能
叶
へ
り
。
此
説
よ

ろ
し
か
る
べ
し
。
一
説
に
鐘
崎
の
上
に

高
き
山
有
。
其
山
に
つ
ゞ
き
子
丑
の
方

に
少
し
ひ
く
き
、
屋
形
の
様
成
る
山
二

ツ
重
れ
り
。
是
を
小
屋
形
山
と
云
。
其

山
の
尾
、
艮
の
方
海
邊
に
つ
ゞ
き
た
る

を
さ
や
の
尾
と
云
。
さ
れ
ど
も
是
は
さ

へ
の
神
有
故
に
名
付
く
と
云
。
其
上
舟

路
よ
り
隔
て
、
其
間
遠
し
。
然
ば
後
説

は
不
可
成
べ
し
。
古
歌
に
迫
門
と
よ
め

る
は
、
鐘
の
岬
と
地
の
島
の
間
成
べ
し
。

此
迫
門
、
両
方
の
出
崎
の
間
八
町
有
。

あ
な
し
の
風
に
、
迫
門
を
東
の
方
に
の

ぼ
れ
ば
、
小
屋
形
山
を
右
に
見
て
過
る

也
。 

　
長
々
と
引
用
し
た
が
要
約
す
る
と
、

湯
川
山
の
支
峰
と
、
宗
像
市
鐘
崎
の
織

幡
神
社
が
あ
る
織
幡
山
の
両
方
を
佐
屋

形
山
と
呼
ん
で
い
る
が
、
織
幡
山
は
屋

形
の
形
を
し
、
和
歌
の
情
景
に
も
合
う

の
で
正
し
く
、
湯
川
山
の
方
は
誤
り
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
に
販
売
さ
れ
た「
筑
前
国
図
」（
彫
工
・

博
多
藤
喜
兵
衛
）
に
は
、
湯
川
山
の
所

に
佐
屋
形
山
と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
像

郡
側
の
鐘
崎
と
遠
賀
郡
側
の
内
浦
で
サ

ヤ
カ
タ
山
と
湯
ば
れ
た
事
実
は
動
か
し

難
い
。
和
歌
の
情
景
や
屋
形
の
形
に
合

お
う
が
合
う
ま
い
が
サ
ヤ
カ
タ
山
は
不

動
で
あ
り
、
地
名
が
先
で
歌
は
後
で
あ

る
。
終
わ
り
に
、
岡
垣
側
か
ら
見
た
湯

川
山
の
形
状
は
、
誰
が
見
て
も
堂
々
た

る
屋
形
に
見
え
る
。 
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